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し取る」ことなのです。私が，姦淫とはだまし取ることと

考えるのは，それが徳を奪い，貞節を奪い，神聖な約束を

奪い，自尊心を奪い，真理を奪う行為だからです。さらに

姦淫は欺くことでもあります。この行為は，個人の不正直

な行ないの中でも最悪のものです。それは，最も神聖な人

間関係に対する裏切りであり，神と人の間で交わした聖約

と約束を否定することだからです。これはまた信頼に対す

る卑劣な裏切りであり，さらに，神の律法を利己的な動機

でないがしろにすることでもあります。ほかの不正直な行

ないと同様，こうした行為の結果として残るものは，悲し

みと苦しみ，そして悲嘆に暮れる配偶者と裏切られた子供

たちなのです。 
 
偽りを言うこと 
「あなたは偽証してはならない。」この戒めの中心にも，

不正直に対する警告が見られます。２７年間投獄されてい

た，ある女性の物語がテレビで伝えられたことがありまし

た。その女性は複数の証人の証言によって有罪を宣告され

ていましたが，その後，証人たちはそれがうその証雷であ

ったと告白したのです。これは極端な事例だとは思います

が，偽証した人々の偽りの舌によって，評判が損なわれた

り，心が傷つけられたり，仕事上の損害が生じたりした事

例を耳にしたことはないでしょうか。 
先日１冊の歴史書を読みましたが，その本は第二次世界

大戦中に各国で行なわれた詐欺まがいの戦略について，詳

細に書かれた長編の記録でした。この本のタイトルは，ウ

ィンストン・チャーチルの次の言葉をそのテーマとしてい

ます。「戦時中，真実はきわめて貴重なため，その周囲に

は絶えずうそというボディーガードを随行させている。」

（ホートン・ミブリン「第二次世界大戦」第５巻『争いの

終結』ｐ．３８３）この本を読むと，戦争の当事者たちが

両陣営とも，いかに多くの欺瞳を用いていたかがわかりま

す。そして，読み進めるうちに，戦争とは悪魔の策略であ

って，戦争で最大の犠牲となるのが真実だという結論に，

ここでも到達することでしょう。 
残念なことに，平和条約が締結された後でも，長きにわ

たってごまかしや偽りが平気で横行しています。戦時中に

巧妙に使われたごまかしの手口の中には，平和な時代にあ

っても，なおその魔の手を伸ばし続けているもの 

かつて，「人が一度口から出した言葉は契約書と同じよう

に信用できる」と言われていたことがあります。自分に託

されている神聖な信頼にこたえようとするなら，私たちは

正直かつ真実でなければなりません。 

があります。そうなると，まるで風土病のように悪が広

まり，その毒性も増してゆくのです。 

 
貪欲 
「あなたはむさぼってはならない。」不正直で，人を腐食

する，このむさぼりの心は，世の中の大部分の悲しみの

根源ではないでしょうか。禽欲な人というのは，なんと

安い代価で自分の命を取り引きしているのでしょうか。 
私は以前，ある財務機関の役員の動向を扱った本を読ん

だことがあります。会長が死去すると，先任副会長がそ

の地位をねらいます。この話の中心となるのは，有能で

人からも尊敬されていたひとりの男性でした。彼は，ほ

かの役員たちを出し抜こうとする欲望のために，自分の

それまで従ってきた原則を次々に捨てていき，最終的に

はたんは，自分の生活も破綻してしまうのです。彼は，

その過程で，自分が会長となろうとしていた機関まで，

壊滅寸前に追い込んでしまうのです。もちろん，これは

フィクションです。しかし，実業界や政界，またもろも

ろの機関の歴史を見てみると，食欲な人々が，利己的で

不正直 
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れ

乱

ば

誠

く

て

さ

け

混

れ

，
な

つ

む

な

と

な

せ

少

な

，

い

悪

に

失

，
と

な

が

醜

直

え

ち

心

る

人

，
正

消

う

中

す

な

し

不

は

の

の

証

直

壊

が

心

戒

そ

偽

正

崩

、人

尊

十

が

，

・
も

●
自

・
質

な

社

包

の

つ

ち

傷

た

は

私

格

も

。
人

活

る

，

む

ー

る

２

会

３

あ

す

う

）

の

の

人

。

，

の

１９

美

申

心

弟

す

兄

１６

た

よ

一

ら

た

：

ぐ

ま

６

語

な

．

る

欝

儒
霊

ご

る

ｄ

の

り

べ

る

ス

す

ク

備

計

の

あ

り

で

レ

も

，
き

を

で

ギ

理

ア

徳

（

の

ｄ

か

が

ら

る

ほ

わ

あ

は

変

で

に

お

品

人

な

作

な

今

い

直

，
高

正

は

気

⊃

葉

も

論

言

最

間「

す

賛

率

プ

でら

っ

人

ポ

か

、．

一

く

ダ

て

詩

「

ン

つ

。
サ

わ

匡
肋
強
拝
瓢
働
凱
謝
頗

き

流

るあで本基の方き生は直正

い

淫

で

と

姦

め

直

，
戒

正

な

の

，
む

つ

む

４

特

る

る

５

．立

わ

う

す

あ

．

に

賜

賎

，

善

で

実

に

条

真

人

１３

，

の

第

直

て

条

正

べ

箇

，

す

仰

は

び

信

ら

よ

の

れ

お

会

わ

，

教

「

と

ト

。

ゲ
」

ス

す

き

り

ま

ベ

キ

い

る

・

て

な

前

を

の

安

人

平

に

の

ず

心

た

て

持

れ

を

さ

ち
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。

持

祝

る

気

は

か

い

人

ず

し

な

あ

ま

直

に

や

正

と

，

。
み

ば

る

恵

れ

き

と

あ

で

愛

で

が

の

直

と

神

正

こ
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●
つ

り

む

神

け

け

人

徳

鷺

牲

睦

用

信

よ

つ

こ

，
し

従

る

な

な

，
約

り

劣

る

ば

て

契

あ

も

す

れ

つ

は

が

り

と

け

か

葉

と

よ

う

な

Ｑ
言

こ

人

よ

で

す

た

た

先

え

実

で

し

い
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た

真

の

出

て

で

こ
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い

ら

れ

点

に

ず

な

か

わ

う

頼

ら

ら
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言

い

撚

羅

る

な

な

「

に

前

か

の

確

明

が

光

主
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，
理

は
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人

す

喝

球
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つ
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知

ｄ

い
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徳
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て

直

徳

で

信

工

言

高
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高
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に
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で

に
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、

イ

明
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を

さ

は

て
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う

ち
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だ
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に

善

き

託

ち
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民

よ

た

な

原

く

聖

う

慈

べ

に

た

そ

の

じ

私
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潔
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ら
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祝
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て
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に
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。
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れ
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い
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を
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「
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び
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尋
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茄
蕨
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買

口
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が
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ち
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．
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だ
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り

〉

か

カ

周

ま

何

た

ワ
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ｄ
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絶
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て
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．
魏

皆

禦
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鞠
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“
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を
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て

の

も

曾
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金

よ

そ

て

並
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い
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ら
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蒜

轄
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ｄ

後

話

つ

と

㌦

ん

ら

の

に

了

だ

そ
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せ

か
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か
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ん

康
欝

島

繋

ま

で

ん

う

ん

ま

な

訓

耀

徽

は

蜷

嗜

葡
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良

な切大に

。

か

す

る

で

◎
は

の

つ

ば

た

も

た

あ

す

し

り

得

で

は

ま

よ

を

直

女

け

金
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正

彼
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お
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ン
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２０
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彼

た

ド

ま
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き
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い

ブ
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が

任

に

た

か

。

せ

の

り

わ

ら

祈

し

あ

神

判

て

仰

に

柄

つ

度

た

ま

心

か

変

か

で

も

任

も

評

つ

信

祭

事

ま

何

し

し

の

わ

と

た

前

理

責

て

，

な

の

司

る

し

後

で

話

私

は

で

い

の

管

ら

け

は

に

私

に

あ

て

の

り

も

，

か

ま

て

々

の

か

わ

私

者

る

年

が

つ

そ

ま

に

が

う

れ

し

人

式

者

。

た

教

す

５０

分

失

が

始

れ

者

ど

そ

た

翫
餐

導

た

れ

説

対

１９

自

く

れ

の

だ

導

か

，
果

し

伽
聖

指

し

ら

の

に

，

。

た

こ

機

は

指

た

は

を

を

に

は

ま

ぜ

た

会

は

す

つ

。
危

と

や

い

に

め

教

的

私

れ

任

ま

む

教

の

で

ま

す

の

こ

僚

て

的

務

説

期

て

ら

に

あ

す

は

か

ク

た

ら

を

で

仰

の

同

い

面

の

で

定

が

け

長

手

で

私

。

ツ

め

か

仰

の

信

こ

。

づ

外

祭

サ

，

や

授

部

く

の

も

た

リ

始

て

信

た

る

，

た

気

。

司

ミ

げ

。

を

学

引

た

ど

し

ト

ぎ

れ

る

じ

す

し

し

に

ん

く

。

捧

た

位

の

い

つ

れ

で

カ

ら

さ

す

感

面

か

で

み

せ

な

す

を

し

地

校

い

ま

け

ん

揺

命

関

と

直

し

ん

悩

ま

り

で

り

ま

る

学

の

し

せ

む

む

さ

レ

も

サ

す

く

す

部

学

ぶ

小

。

る

ワ

ま

べ

ま

等

神

学

る

す

あ

チ

い

す

れ

高

で

を

あ

で

が

ウ

て

を

さ

，

地

学

に

郷

げ

る

れ

備

出

は

各

神

島

故

と

け

ら

準

い

私

の

は

ア

の

，

つ

け

る

思

た

ア

私

リ

私

は

を

分

な

く

し

リ

。

ま

中

り

の

あ

私

くし

賎

れ

仰

う

信

も

の

し

て

少

つ

　

チ

が

畑

実

で

に

し

学

チ

た

た

ね

の

か

て

教

の

た

た

シ

れ

の

い

列

祭

楽

入

シ

し

し

重

私

を

し

ト

て

れ

か

の

ぞ

村

甘

の

司

が

に

，

ま

で

》
を

，
涯

と

ス

ベ

さ

る

ア

軌
く

も

色

の

月

校

と

ね

徒

畑
齢

と

生

者

リ

す

復

い

リ

村

咲

て

緑

ク

歳

学

る

重

生

，

る

。

た

キ

，

回

て

。

タ

な

花

と

の

ツ

た

神

す

を

一

し

み

た

し

，
ず

け

め

す

の

，
・ン

リ

し

で

業

強

な

か

て

し

を

を

ら

わ

求

ま

ン
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テ

ト

ご

歳
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勉

良
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つ
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わ
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ボ

カ
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１０
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の
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か
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た

改

か
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を
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の

に

々
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て
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に
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げ

な

悲

悩

短
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捧
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は
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たし別決もと事仕もと会教たい

き

た

り

出

で

教

続

の

一

鵡

の

は

の

あ

ス

た

わ

大

つ

と

に

こ

の

を

会

は

し

真

会

あ

，

リ

い

終

に

か

ひ

ア

そ

学

。
究

教

れ

ま

の

教

し

ら

キ

が

で

囲

し

。
リ

。

文

た

研

ト

そ

り

ト

る

も

た

・

人

点

周

親

す

タ

た

で

し

の

ン

，

な

ス

い

。

い

ス

る

時

の

。

で

イ

し

校

ま

分

タ

が

と

り

て

す

て

エ

れ

の

私

た

の

北

ま

学

り

自

ス

た

果

キ

え

で

つ

イ

く

そ

は

し

だ

，

め

門

か

，
テ

し

結

・

む

備

の

入

徒

て

は

う

く

。

断

ま

ん

は

始

専

つ

は

ロ

ま

う

ス

を

た

に

聖

え

求

よ

に

た

り

究

ス

そ

か

な

思

こ

で

た

決

み

拒

私

を

の

見

て

プ

り

わ

工

件

れ

手

日

教

探

し

い

し

ま

研

工

は

お

く

と

れ

目

し

の

生

を

い

活

ヤ

に

け

ず

か

味

イ

条

わ

が

末

て

の

で

あ

で

つ

も

イ

と

。

し

だ

あ

な

で

，

ん

，
に

，

こ

た

詳

り

て

淡

う

こ

を

私

な
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つ

ま
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を

て

な
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経

か

い
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き

え

も

い

一

す

見

。

り

滅

し

要

に

ン

れ

つ

ん

こ

も

せ

教

教

か

す

し

ら

た

し
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よ

定

れ

さ

金

し

ロ

が

を

た

取

幻

と

必

う

モ

だ

に

ぶ

た

ど

ま

宗

一

に

探

ま

た

つ

う

を

た

は

教

教

い

の

て

哲

似

し

私

て

と

ト

仏
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真

つ

洋

も

ま
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つ

こ

ス
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の

な

東

教

り

に

な

た

リ

教

し

ト

に
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な

末

に

し
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ま

ス
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は
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に

た

う

う

は
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げ
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ど
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そ
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す
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に
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を
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い
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に
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は
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る
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は
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問

仰
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い
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を
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６５

は

い

難

の

１９

立

ま

教

信

か

け

て

さ

ま

方

だ

史

の

の

う

遠

け

し

組

永

か

し

教

つ

し

号銅年脇
η
蹴轍

●

む

　

す

ル

を

念

し

の

を

ま

つ

の

り

は

た

な

実

す

を

を

は

て

ジ

が

ど

で

続

で

ヤ

会

疑

で

年

号

強

ま

そ

チ

方

し

的

現

。
仰

ち

私

え

の

分

，
が

を

ら

シ

機

Ｑ

と

４

士

が

は

。

シ

の

ま

時

の

た

信

た

。

耐

上

自

に

と

究

か

イ

む

た

こ

は

博

仰

験

す

て

仰

い

一

変

し

な

者

た

に

業

。
会

こ

研

た

フ

積

し

の

私

の

信

体

で

得

信

て

，
不

ま

粋

信

し
８
藤

職

す

教

る

ま

い

イ

を

ま

て

，
野

て

の

の

を

，

つ

を

，

り

純

な

ま

塑
葛

，

で

つ

け

ま

て

テ

強

出

つ

れ

分

れ

間

た

位

の

な

態

り

な

，

足

い

の

上

の

持

続

の

つ

ン

勉

い

思

ら

の

晴

年

い

学

の

に

状

な

に

は

不

思

心

義

た

を

し

こ

ま

ポ

の

願

と

れ

学

が

４

招

な

も

た

の

く

う

私

強

え

う

道

い

え

職

に

し

る

学

う

い

入

義

い

の

を

た

た

ず

分

な

よ

た

勉

さ

い

，

て

教

奉

。
重

。
疑

そ

果

新

来

た

自

見

る

し

る

と

と

く

つ

い

ま

か

慎

て

あ

神

よ

た

き

教

え

に

に

る

り

聞

て

た

，

，
結

，

は

ず

や

は

え

ち

い

い

念

な

陥

な

ま

う

，

衰

マ

ら

れ

去

は

け

し

が

か

の

で

て

り

は

て

ら

落

て

し

疑

で

も

い

の

よ

折

に

一

さ

く

い

い

か

ま

う

ろ

対

訳

つ

お

も

し

と

気

け

ま

の

け

に

も

こ

し

な

で

ロ

で

て

ぐ

願

を

し

こ

こ

反

な

戻

ど

は

と

て

り

続

や

上

だ

マ

て

て

で

ん

す

は

学

え

ぬ

。
月

得

と

ど

く

う

に

字

私

機

し

か

ち

ら

教

た

ン

じ

し

る

そ

で

私

大

与

を

た

歳

取

る

た

よ

ア

文

危

と

つ

持

う

宗

い

レ

信

う

き

弟

力

め

兄

ス

務

ラ

，
を

プ

長

長

ル

部

会

力

支

副

ス

は

の

る

弟

会

す

兄

協

仕

ラ

助

奉

プ

扶

で

ル

は

職

部

力

妹

支

ス

姉

。

二

。
ラ

る

ミ

妹

プ

い

リ

姉

ル

て



、

ご

さ

を

し

人

た

に

小

分

ま

の

え

上

の

自

い

意

迎

地

こ

度

思

失

を

の

。

一

に

い

け

こ

た

う

う

長

明

び

し

も

よ

の

夜

再

ま

，

た

私

く

は

れ

が

れ

た

や

主

か

で

さ

い

う

，
置

ま

復

続

よ

今

を

私

回

と

で

。
会

る

，
年

れ

す

教

あ

し

十

こ

で

の

で

戻

何

，

の

身

者

り

。

むす

の

つ

師

兄

ち

き

私

ス

も

で

神

を

教

ア

う

い

た

自

き

取

た

生

の

幸

け

ミ

い

つ

月

徒

ま

を

ま

に

続

ラ

て

な

力

聖

り

マ

り

い

を

カ

つ

く

数

日

な

ス

な

つ

強

・

合

強

て

末

に

テ

と

は

勉

オ

し

に

つ

て

員

プ

び

私

の

イ

話

と

会

け

会

バ

喜

，

曲
ハ

ツ

て

ご

と

受

の

で

の

て

聖

ツ

い

日

師

を

会

れ

重

つ

。

エ

つ

は

教

マ

教

遅

二

よ

た

の

に
帆
証

宣

ス

ト

月

，

に

し

長

義
あ
の

。

テ

ス

カ

し

み

ま

部

教

私

た

プ

リ

数

を

恵

み

支

と

，
し

バ

キ

も

心

み

か

や

弟

に

ま

は

・

妻

決
。
る

む

エ

た

け

た

そ

メ

今

と

ス

ま

は

る

。

福

宣

一

く

て

後

イ

し

受

し

に

は

こ

リ

一

に

い

す

ら

私

る

キ

唯

会

が

ま

さ

。

す

・

の

教

徒

し

，
た

を

ス

ト

，
使

た

け

し

証

エ

ス

た

二

い

受

ま

て

イ

リ

ま

十

証

を

け

つ

徒

キ

。

の

て

権

受

持

聖

・

と

代

め

神

も

を

日

ス

る

現

込

ン

権

信

末

工

あ

と

を

ロ

神

確

。

イ

で

者

謝

ア

ク

な

す

，
会

言

感

は

デ

的

ま

は

教

予

，

私

ゼ

対

き

会

の

る

を

後

キ

絶

で

教

と

け

と

の

ル

，
が

ト

こ

生

こ

私

く

神

，
ら

た

り

。

に

作

れ

へ

す

う

が

わ

は

ま

よ

身

培

私

げ

る

自

に

を

あ

あ

ご

末

証

し

で

主

□

の

の

申

う

Ｑ

。

み

こ

に

そ

す

す

し

Ｑ
人

が

で

で

苦

す

の

業

遠

ら

い

で

て

み

永

か

長

証

べ

の

は

だ

は

の

す

て

会

会

れ

び

て

べ

教

教

こ

宣
口

つ

す

の

た

の

だ

の

こ

れ

・

Ｏ

し

ま

を

き

知

，

ま

ま

，

の

引

ず

で

え

い

が

う

に

見

潔

覚

違

す

会

り

。

清

を

は

で

に

た

す

は

み

私

．
の

り

ふ

で

私

し

の

た

た

，

の

，
親

時

い

ふ

に

た

が

に

の

驚

間

う

じ

た

ち

こ

に

い

よ

感

し

た

，
常

長

の

を

で

年

に

非

た

か

の

り

青

と

身

ま

た

る

た

の

こ

自

も

い

れ

ふ

こ

な

私

私

て

ら

の

な

議

。

。
れ

ふ

う

だ

ン

期

た

た

で

よ

の

モ

ら

し

打

び

が

た

ル

か

で

に

喜

神

つ

モ

て

師

雷

大

。

さ

で

け

教

，

む

む

は

た

だ

ん

更

た

モ

や

か

め

た

か

け

い

た

引

も

の

教

さ

ト

か

人

宣

は

私

し

く

喜

も

し

ル

と

。

に

し

う

続

と

し

に

書

私

背

復

ス

な

は

，

，
回

リ

は

の

。
ま

て

は

夜

ま

モ

び

た

さ

と

よ

し

る

ま

中

聖

の

私

ン

の

た

け

え

私

の

め

て

喜

し

よ

然

し

探

あ

い

の

も

と

は

が

キ

で

た

モ

時

し

傾

答

。

そ

始

つ

が

ま

地

う

で

年

に

さ

経

経

へ

れ

会

り

の

し

ル

た

で

を

に

す

，

み

座

身

じ

心

ぼ

た

長

中

だ

ン

ン

示

そ

教

は

た

こ

モ

つ

分

耳

問

で

り

読

に

全

感

い

，

い

が

の

く

モ

モ

啓

。

の

や

つ

起

は

か

気

に

疑

の

取

て

机

，

を

な

で

続

私

物

て

ル

ル

な

た

ト

。
な

き

り

わ

な

話

の

た

け

つ

り

と

の

の

ど

も

，
書

え

モ

モ

聖

し

ス

す

に

引

，

Ｑ
神

ま

り

で

て

を

た

が

う

の

私

つ

受

も

と

る

る

と

ほ

ど

は

の

与

ん

包

し

覚

時

読

に

験

え

ー

を

さ

経

さ

が

経

し

て

い

態

ン

さ

つ

ま

状

む

理

確

ち

ま

と

て

い

う

お

す

つ

真

る

ま

れ

ひ

け

て

い

を

で

だ

た

な

ち

ま

だ

向

つ

と

会

の

方

き

内

た

込

た

を

陥

た

教

た

の

て

う

。

き

，

目

に

れ

は

つ

間

む

で

つ

け

ず

実

た

ふ

れ

よ

り

く

思

を

を

ひ

い

れ

こ

る

ほ

神

こ

を

は

た

の

れ

キ

と

捨

教

思

た

る

待

つ

ら

誠

し

そ

た

た

や

と

経

待

．

で

ま

た

え

間

が

信

私

し

つ

く

た

こ

見

背

号月　年９３旧

２０

／道の徒聖

然

し

す

あ

し

依

ま

対

も

探

，

い

に

で

を

で

て

性

け

主

げ

じ

神

わ

，

か

信

の

た

ら

お

は

ト

い

か

む

の

さ

ス

て

す

た

し

の

で

は

い

任

み

聖

リ

つ

で

し

婚

ク

員

ち

な

に

恵

神

キ

失

。

ま

結

ツ

会

た

え

ち

の

の

・

に

た

け

は

リ

教

私

教

た

主

そ

ス

全

し

続

私

ト

な

で

も

供

，

と

工

完

で

を

に

力

発

れ

教

子

し

神

イ

を

ん

旅

間

は

活

そ

宗

は

か

て

，
仰

せ

る

の

ス

，

。

の

択

イ

し

で

供

教

ま

の

ま

ん

子

宗

し

妻

ち

せ

の

，

に

。

育

ま

り

し

と

た

で

り

た

に

こ

し

庭

あ

ふ

と

る

ま

家

は

，

こ

せ

む

ね

じ

祈

の

し

ス

す

う

ま

の

ス

て

つ

ら

る

に

こ

ら

誘

つ

重

感

に

ど

で

り

で

よ

え

た

ン

せ

渡

か

い

私

に

な

勧

取

。

を

に

的

。

ン

キ

の

の

越

つ

ヤ

ら

れ

車

が

で

う

私

い

を

し

し

し

信

ま

め

こ

ネ

が

た

ど

選

た

年

近

期

た

ヤ

・

た

こ

を

さ

チ

知

晴

ど

年

る

よ

の

こ

度

う

青

ま

の

ん

つ

態

坂

だ

ぐ

て

と

た

る

り

求

一

た

し

に

の

し

身

定

し

チ

ス

い

を

た

ま

ス

エ

て

ト

ま

め

リ

イ

け

ス

。
始

ク

だ

続

リ

た

み

い

ま

し

キ

し

読

な

も

探

濃
謝
濃

礼

に

書

も

そ

の

つ

う

聖

に

㍉

真

瓢

撫

錺

の

く

す

し

よ

の

は

か

だ

し

な

不

６０

で

う

通

ち

り

り

る

ふ

の

的

に

，
ん

も

を

が

た

た

い

。
師

御

実

り

れ

。

夢

。
私

ふ

ふ

て

た

教

防

，

取

励
憐

た

，
す

，

に

。

え

し

宣

，
が

を

を

し

を

で

朝

く

た

構

ま

や

に

す

年

私

で

と

の

る

遠

し

ち

い

ン

め

で

は

が

時

こ

た

あ

，

ま

待

て

マ

た

の

私

主

な

る

つ

の

時

え

て

見

ス

る

う

て

。

ん

れ

さ

月

た

見

い

を

ル

け

ま

し

た

そ

訪

だ

９

り

が

づ

ら

一

避

し

．に

し

は

が

く

．た

降

の

．気

ち

セ

を

て



のカ）
１
メア

舌凸言口談るす関に

央

会

中

教

謙

む

の

セ

こ

集

た

人

練

し

の

エ

す

訓

ま

カ

と

ジ

ま

の

り

リ

部

つ

道

に

経

力

者

・

り

者

な

メ

道

育

伝

長

の

の

導

Ｅ

あ

導

に

ア

こ

て

メ

長

ま

ア

副

で

ぜ

に

。
け

ア

会

い

グ

ニ

カ

お

繁

す

助

ン

域

て

は

第

リ

お

頻

ま

を

テ

地

つ

老

，
メ

が

ど

い

ち

ラ

。
な

長

し

ア

者

ほ

が

た

は

す

に

一

す

ン

導

い

者

私

部

ま

け

ゾ

で

テ

指

な

・

導

が

道

い

助

】
富

ラ

，
て

指

表

伝

て

な

マ

豊

も

に

つ

な

代

の

れ

き

ア

が

老

う

か

秀

区

つ

さ

大

・

験

長

よ

も

優

地

７

理

も

Ｈ

経

ン

の

会

変

の

ち

管

識

・

大

人

う

て

知

ス

て

ン

。

は

１０

の

つ

や

ロ

し

に

た

部

よ

験

一

やれ入け受を音福はちた

む

　

伝

れ

の

部

ち

長

指

・

が

指

う

央

ね

ト

み

す

月

教

家

ま

の

た

姉

ま

会

ッ

，

ま

１０

道

た

会

，

イ

験

，

よ

中

・
す

区

生

。
伝

長

副

で

工

経

め

る

地

で

す

の

会

一

人

ジ

在

た

れ

ア」

ら

る

め

え

進

言

し

で

推

域

て

地

つ

の

よ

く

に

多

手

は

み

れ

の

ぞ

主症カ

老

確

長

は

ン

業

で
㌃

硬
怨

潔

懇

臨

読

父
鵬

繋

眈
薯

顔

う

一

Ｑ

る

年

で

受

。

マ

い

ま

の

る

を

す

ス

聞

れ

た

問

い

ラ

。
を

教

に

い

の

だ

と

，
テ

う

バ

，
満

を

，
た

味

宣

と

泣

夢

ん

と

が

プ

い

が

は

に

マ

市

し

興

妹

こ

は

る

死

族

子

バ

と

問

族

び

ス

都

ま

で

姉

る

親

あ

に

家

息

が

た

人

家

喜

テ

，
前

，
の

く

げ

た

の

て

プ

湾

い

け

の

す

母

港

て

だ

り

問

の

と

月

前

そ

ぼ

告

つ

こ

け

バ

の

え

た

た

訪

族

る

力

生

。

，
と

な

」

受

が

部

教

け

ふ

度

家

ね

ー

は

た

て

」

く

’。
を

人

鰻
鵬
蹴
鳳纏
瀦
鞠

議

瀦
鍵
轍
調

謬
狐
欝

描

ケ

が

は

た

録

が

宣

た

た

ン

ノ

よ

う

方

つ

し

．．
師

族

し

記

り

妹

し

。

ス

輪

筏

鷲

てつま高も力な的霊℃ん並

。

と

ね

長

す

成

で

の

と

上

こ

。
字

う

域
ま
系
副
第
ラ
の
滞
る
わ
問
よ
ル
す
い
畏

観

ω
疑

踊

唄

榔
禦

期

真

驚

器

票

ブ
謡

ｐ
㍍

孫

鴇

叢

犠

混

・藁

錨

婆

肝……隅脾……㎜㎜

い

ワ

こ

会

記

“
る

あ

。
長

誌

あ

か

す

会

本

，

つ

ま

域

に

難

ぐ
．
い

地

老

困

い

て

力

長

的

が

げ

リ

ン

済

国

遂

メ

ト

経

た

を

ア

一

や

え

長

央

ア

安

抱

成

中

一

不

を

な

，
ル

の

題

実

て

ブ

内

問

着

し

・

国

た

は

と

Ｅ

。

，

つ

会

声

・

た

は

い

教

の

一

し

に

と

も

生

イ

ま

力

害

で

る

デ

い

リ

災

れ

す

テ

伺

メ

然

そ

関

る

を

ア

自

，
に

あ

話

央

た

が

長

で

お

中

ま

す

成

長

が

は

ま

の

会

者

いてし長成いらくれどは会教でカリメア

む

乃

い

と

駄

導

訪

ラ

グ

が

ひ

２０

指

せ

ね

マ

ラ

員

が

約

で

ま

す

テ

カ

会

殿

，
地

り

で

ア

ニ

の

神

は

各

あ

う

グ

，
上

て

数

，
は

そ

ル

以

し

マ

り

で

ド

人

そ

ス

よ

の

老

バ

万

，
テ

に

る

老

長

ル

２５

１０

プ

長

い

長

ン

サ

に

が

バ

成

て

ン

ン

，

キ

各

で

簗

脇

数

為

流

べ

ま

つ

ー

し

一テス」かしＯ

　

央

か

ト

ル

国

部

の

の

し

ト

中

う

［

エ

カ

道

月

こ

大

マ

よ

ア

，
７

伝

毎

増

ア

し

一

ス

の

，
の

も

一

問

で

ル

ラ

マ

４７

部

問

労

ル

質

の

ブ

ユ

ナ

が

道

質

苦

ブ

る

ジ

パ

部

伝

の

号雑甥灘劉



も

む

員

の

教

，
か

と

り

う

た

い

，
す

い

会

国

宣

で

し

者

よ

よ

分

お

ば

で

で

た

自

る

者

。
導

る

の

自

に

れ

の

ん

け

。
あ

宗

す

指

す

ご

が

去

あ

る

及

受

す

の

改

ま

い

像

い

過

で

す

に

り
な

を

ま

と

は

い

強

想

は
欝
贈

Ｑ
と

解

々

い

こ

ど

も

力

が

の

，
す

ご

理

人

手痛

も

だ

ん

人

と

々

う

り

で

た

を

の

い

人

ん

と

た

る

人

い

あ

ら

つ

と

層

深

う

悩

ほ

い

わ

，
と

で

か

な

ご

階

に

い

に

の

て

変

は

。
の

る

行

う

る

め

う

去

ち

れ

が

ら

す

も

き

て

い

ゆ

た

そ

過

た

ま

活

彼

ま

の

で

れ

と

ら

の

た

人

込

生

で

い

実

感

さ

る

あ

い

ち

な

き

，
味

思

現

実

制

れ

は

争

老

満

う

巻

は

意

と

が

を

強

ら

展

の

長

に

よ

に

々

る

る

め

と

は

得

発

で

ン

痛

の

い

人

あ

な

改

こ

た

が

の

内

卜

苦

そ

戦

な

。

国

。

［

，

。

の

う

す

福

悔

あ

か

ア

め

す

際

よ

で

幸

，
に

に

の

す

一

た

ま

実

の

の

に

そ

め

意

主

む

に

い

る

ま

し

会

か

ト

は

者

，脳
赦

教

う

一

の

医

よ

ア

る

，

し

一

む

番

か

受

一

う

を

が

よ

マ

員

し

ス

会

で

テ

の

い

プ

会

な

バ

教

は

も

だ

で

々

た

て

人

，

い

た

い

お

つ

↓よ

こ

）

ウ

を

し

級

と

階

士

老

産

護

長

中

弁

ン

，

や

ウ

　

ぐ

く

し

く

私

と

の

に

は

た

こ

は

働

れ

た

で

性

も

会

び

し

る

が

に

だ

が

ア

女

年

集

喜

で

め

者

め

，
性

グ

の

何

の

の

の

強

導

た

ば

女

ナ

会

，
徒

ら

た

を

指

の

れ

た

マ

教

は

聖

彼

じ

会

の

会

見

し

の

る

ち

日

に

感

教

い

の

な

も

て

活

ど

と

し

生

な

と

功

。
日

人

成

す

曜

友

が

で

日

の

ち

の

，
会

く

教

を

出

ア

上

た

末

け

を

で

。
た

な

ば

教

多

て

女

傑

グ

こ

性

な

だ

ま

力

ね

分

ち

え

。

磁

“

娚

附

加

臥

倣

劫

馳

激

鰯

宵

粕

凝

越

凱

つ

尽

ち

会

二

珊

こ

の

。
に

ら

う

ら

な

，
ま

。
そ

た

も

か

よ

彼
鷺遜

て

し

よ

を

満

教

近

ヵ

に

力

に

。
最

ん

す

，
し

と

ず

る

嚇謙

い

と

，
さ

で

に

で

が

み

い

。

運

全

神

う

気

。
精

よ

ば

奥

と

め

ん

員

，

むす

れ

き

仰

る

す

伝

つ

と

が

大

い

ん

ま

触

て

信

す

ま

と

持

困

会

わ

　

て

う

す

な

ら

て

老

ん

れ

よ

で

接

め

の

す

の

し

え

の

こ

た

せ

全

が

し

長

せ

ら

れ

ら

密

た

立

ま

仕

で

と

長

の

の

ま

，
皆

だ

ン

ま

け

離

か

と

。

自

い

奉

と

た

部

時

情

り

く

員

い

ト

い

向

を

う

ま

す

た

て

と

こ

。
道

た

国

あ

き

会

見

一

て

に

所

思

た

で

み

教

ど

宗

ほ

に

く

人

驚

隣
，
や

り

人

お

友

て

，

い

く

築

な

を

と

係

こ

関

う

を

ア

つ
会

会

と

み

感

び

一

思

教

集

い

は

敏

問

ま

ル

の

い

は

そ

も

か

こ

た

本

に

間

で

ル

て

ろ

い

に

れ

い

動

い

内

を

貧

機

き

問

喜

ル

は

が

か

た

ら

に

質

い

ブ

争

も

に

，
る

る

人

の

不

か

質

の

ブ

え

ち

て

先

ま

強

感

ん

家

会

，
う

と

質

に

ブ

と

心

な

い

彼

ま

は

戦

師

中

し

な

は

な

ち

て

確

る

増

も

け

く

力

も

さ

の

集

間

集

ひ

と

る

中

か

に

た

に

も

う

見

自

応

害

と

中

る

負

に

が

対

災

こ

の

張

に

目

員

に

然

う

・員

見

力

は

会

う

。
自

い

会

を

の

力

，
よ

う

や

と

新

目

者

な

は

の

よ

安

る

。
は

導

的

り

ど

し

不

い

す

に

指

霊

ま

に

で

内

て

で

識

の

の

高

乱

る

国

げ

ん

知

元

ち

の

混

あ

る

妨

う

る

地

た

力

や

が

れ

を

ち

す

や

員

な

難

係

ら

展

も

関

師

会

的

困

関

見

発

に

教

。
霊

の

も

で

の

義

宣

う

。
く

と

国

会

老

教

は

よ

す

多

法

の

教

長

や

れ

し

ま

数

方

か

の

ン

則

こ

で

い

く

の

つ

力

卜

原

。

一

の

す

き

つ

り

，
い

ア

音

ま

大

な

取

か

一
福

り

が

く

を

た

ル

，

ブ

え

が

こ

て

た

て

質

，

さ

の

と

え

分

し

が

む

き

国

た

グ

ト

た

と

起

や

つ

が

ツ

し

ひ

が

震

ま

灰

二

ま

は

争

地

し

山

ユ

れ

徒

戦

。
て

火

の

免

聖

は

す

れ

で

つ

を

日

で

で

壊

発

６

害

末

国

撃

に

爆

の

被

た

の

打

全

の

会

に

つ

か

な

完

山

教

め

失

つ

き

，
火

，
た

を

く

大

り

，
時

た

家

い

て

た

年

た

し

，

つ

し

昨

つ

ら

も

と

壊

，

襲

散

で

老

に

半

し

を

い

震

。

長

会

が

か

帯

追

地

た

う

自

ば

を

中

宣

テ

立

ま

婚

ン

教

家

し

一

を

の

し

よ

の

れ

責

，
の

ラ

自

い

結

。
部

灰

近

で

る

徒

け

重

ば

身

員

に

て

で

内

宣

指

ら

は

働

で

つ

郷

と

国

ら

で

か

に

で

の

と

故

員

，
か

身

た

つ

こ

な

に

は

会

が

国

自

つ

た

そ

師

員

師

い

ん

自

分

か

ふ

。
教

会

教

強

せ

。
自

な

中

ん

宣

は

宣

力

ま

た

，
ら

部

せ

た

と

な

，

れ

し

し

な

道
．
ま

れ

こ

う

者

し

ま

た

ば

伝

い

さ

る

よ

導

も

め

し

れ

１０

も

召

い

の

指

か

高

で

け

の

り

で

て

そ

い

る

を

ん

な

カ

と

カ

つ

，
し

え

神

せ

け

り

ひ

り

ま
－た

も

こ

精

ま

受

メ

が

メ

高

ま

頼

聞

の

り

き

ア

師

ア

が

。

，

に

立

な

引

央

教

ン

心

す

し

む

い

て

巻

そ

く

り

か

ト

は

に

メ

ん

一

れ

め

す

南

山

最

ん

い

聖

な

の

え

出

全

う

つ
殿

。

ア

せ

ア

こ

た

ま

の

火

く

せ

て

日

さ

て

と

カ

は

よ

な

神

す

央

ま

一

，
の

い

ラ

が

ご

ま

し

末

召

し

た

リ

師

の

と

と

で

あ

ろ

強

ち

き

間

中

り

ル

り

安

も

マ

風

，
い

盾

は

を

と

。

あ

ブ

お

不

員

テ

，
た

も

矛

安

師

者

す

ア

宣

。

は

て

内

会

ア

は

ま

り

不

教

導

で

北

く

す

て

へ

な

む

宣

い

か

ラ

の

に

さ

増

つ

の

が

す

ユ

カ

れ

く

が

ま

身

ら

ま

ジ

リ

そ

た

要

高

出

彼

い

ン

メ

た

と

必

が

カ

，

て

ホ

ア

ま

つ

す

運

リ

が

し

ン

。

も

出

気

メ

た

続

テ

す

，

に

の

ア

し

継

老

ラ

ま

で

道

立

北

ま

を

長

，

い

部

伝

自

，

り

動

ン

も

て

ド

，

す

近

な

活

ト

と

め

一

せ

ま

最

く

道

一

方

進

ワ

さ

す

な

伝

ア

両

し

，

を

ま

い

に

一

，

推

部

え

，

ラ

ど

ユ

，

ジ

今

ン

た

ホ

つ

が

な

師

く

教

な

道

道

ス

伝

そ

伝

伝

の

に

。

の

で

く

性

す

つ

け

多

男

ま

Ｑ

た

だ

，
い

い

す

ふ

師

て

若

て

ま

の

教

え

の

し

い

ス

宣

加

ん

大

て

メ

教

こ

福

る

の

間

ら

う

ル

は

を

キ

備

め

祝

帰

る

質

か

よ

ブ

で

動

一

の

た

ス

の

部

活

テ

道

の

号鮮甥輔聖



貫

で

よ

ラ

る

襲

員

て

集

力

イ

の

の

た

た

と

観

は

漏

婆

鶏

犠

緊

縞
羅

膿
糠

鞭

膿

蹴
灘

嫉
取
対
路

謂

髭

鍛

嬰

叢

散
巽

禰騰

綿醗

撒

騰懸

鞍

響
醐
醐か
繊

噛
識
聯瑚
臨
膿
翻

こ

由局

デ

サ

，
す

く

な

ン

ル

は

も

退

う

コ

エ

人

性

ら

よ

，

。
夫

女

か

た

後

た

長

の

務

つ

の

し

部

こ

軍

か

そ

ま

キ

。

で

な

。
れ

〕

す

ラ

の

た

さ

テ

ま

マ

と

し

仕

ス

い

テ

こ

ま

奉

副

て

ア

た

い

で

の

い

グ

け

て

会

部

働

，
受

つ
長

キ

て

し

も

な

殿

一

し

通

れ

に

神

テ

と

き

だ

う

の

ス

書

隷
罰

姻
謬
鰹

灘

灘

頒
識
弱

頒
辮
筋
靭
緻
礁
跡
縦

鷺

榔

軸
麓

繍

瀟
輸

総

ご

罵

．熟

嘉

能

婆

笥

籠

剃
伝
魏

蕪

蝋編鄭

難

轍蝶

た

腹

め

な

ス

ビ

時

。
ち

で

を

あ

一

イ

ま

な

イ

デ

た

感

テ

テ

み

敏

シ

長

「

こ

万
飴
愚
肪讐
薦

緊
課
響

，
中

ト

罵

響

覧

乱

聖

い

一
を

い

の

て

ル

係

て

ラ

け

ブ

関

つ

マ

向

・
な

言

テ

に

Ｅ

接

と

ア

殿

・
密

」

グ

神

一
と

民

すらたもに活

受く快に々人

む

て

か

ま

容

の

ラ

つ

す

び

が

そ

ヒ

立

ま

か

人

す

ー

役

り

浮

ン

ま

ｄ

麗
竺

蕩

轡

響
凝

　蕪
リ

斜

老

ン

を

う

描

を

あ

私

の

対

ぶ

家

共

，

い

ち

で

，
き

に

か

の

者

は

思

た

き

い

と

々

浮

ル
、る

い

を

徒

と

と

う

人

に

工
勤与

飼

あ

景

聖

る

ま

会

た

心

ラ

に

羊

□

情

日

す

に

出

つ

が

ス

約

の

。

る

末

を

身

に

残

葉

イ

誓

ル

す

。
の

エ

で

あ

な

話

を

々

き

言

，
実

て

服

人

生

の

り

そ

ラ

の

に

忠

つ
衣

い

に

書

な

は

ス

た

，
立

い

し

後

三

孫

ら

イ

っ

前妬

櫨

嫌

珀

嘱

駒

悌

好

磁

廟

肋

介

そ

教

し

の

破

ア

ら

…

．
．
ら

紹

。
説

入

も

，
フ

者

た

２０

な

を

す

の

参

う

き

一
言

ま

イ

に

句

ま

会

に

違

と

こ

予

。

ア

れ

聖

い

教

殿

が

な

た

は

り

フ

忘

，
神

色

ん

れ

ら

な

一

お

の

思

む

生

す

の

が

で

般

り

の

一

祈

る

は

，
せ

会

と

話

教

り

て

，

祈

い

で

。
開

力

。

す

を

り

か

老

ほ

受

た

よ

中

“

で

し

く

だ

に

々

ま

心

メ

す

長

う

ら

し

る

は

１５

中

ま

て

た

め

人

い

，
ア

ま

ン

も

か

ま

げ

日

，
の

げ

し

い

た

，

て

て

央

い

ト

は

会

き

掲

の

が

式
懇
捧

席

て

る

め

つ

い

中

て

一

で

社

て

を

こ

た

。
を

出

つ

す

じ

語

つ

れ

ア

今

が

つ
旗

，
し

た

り

く

持

く

は

て

に

ら

一

，
会

な

国

日

ま

し

祈

多

を

良

を

い

力

間

れ

ル

は

教

行

に

１５

い

ま

う

数

象

を

人

つ

響

質

入

ブ

見

，
を

所

月

て

い

よ

が

印

域

要

に

影

け

偏

は

と

会

９

る

ち

こ

集

の

な

行

降

導

良

む

府

し

す

．た

の

も

年

に

を

が

指

に

住

政

ま

対

私

か

つ

９１

日

式

雨

の

常

の

，
り

に

。

つ

い

１９

念

揚

，
部

非

ち

か

な

教

す

く

は

に

記

掲

れ

軍

も

た

る

と

宗

ま

い

で

ら

立

旗

訪

や

に

分

い

会

の

い

に

会

さ

独

国

が

市

々

自

て

機

て

て

う

教

。
の

で

和

は

人

が

つ

う

つ

つ

よ

の

す

国

所

平

に

の

会

配

ら

か

な

る

ラ

ま

諸

会

に

典

般

教

遊

も

眺
劇
塾
暮

効
蝶
調
賦
京

蹴
ば

は
嬬

詫

縦

麟
．紡

糺
雛

と

け

。

う

央

こ

，

た

だ

け

ど

に

の

身

ア

て

と

会

自

，
い

こ

教

員

し

就

る

，
会

す

に

わ

も

く

ま

職

変

り

ら

い

役

も

よ

そ

も

い

つ

物

お

官

高

い

し

は

高

で

，

催

れ

府

部

は

な

ぞ

政

軍

弟

ん

，
は

に

兄

ど

の

に

う

デ

る

も

中

よ

ン

す

つ

の

の

コ

画

立

員

佐

。

計

役

会

大

す

が

に

。
デ

ま

ち

の

う

ン

い

た

る

よ

コ

も

私

め

し

・

方

し

高

で

ト

た

か

を

範

ス

れ

。
し

判

模

グ

ら

つ

な

る

者

い

地

の

た

評

の

ウ

こ

号斬響髄聖
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ら
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励

は

ー

主
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あ

か

が

．ら

と

明

こ

は

た

の

め

い

求

な

い

も

願

度

り

一

だ

。

く

か

り

ンつ

へ

ろ

主

て

，
出

時

に

た

う

い

よ

ず

る

ま

れ

ざ

ふ

ひ

あ

び

が

再

と

て

こ

つ

い

撚
灘
灘

込

葉

愛

宣

て

隠

寂

け

し

削

。

　

ら

だ

た

う

し

し

分

新

か

た

し

そ

話

ま

自

も

と

と

た

持

た

け

ほ

「

た

わ

あ

・い

つ

で

に

き む

思

た

た

が

し

同

そ

と

を

孤

主

伝

あ

る

と

の

ま

ま

す

で

し

め

う

１

決

り

で

愛

入

わ

で

ん

を

す

教

い

さ

し

を

た

ま

も

求

会

３

お

あ

の

，

に

は

服

ね

に

ー

は

は

た

望

ド

か

克

ち

言

を

て

つ

み

な

助

ま

§

う

尋

た

９

私

で

つ

希

ツ

る

ず

落艶

團驚

灘

灘

轟
罐
翻

姫

㎝㎜㎜眠附㎜……

　

葉

私

今

り

ど

た

い

言

。

，
な

が

し

て

の

た

は

に

題

で

し

り

し
・
心

い

問

ん

信

祈

で

の

ぱ

，

せ

確

の

ん

私

つ

時

ま

と

り

せ

。

い

た

り

る

つ

か

き

助

し

き

傾

た

を

，

ま

響

を

ー

し

け

い

み

に

霊

９

を

助

請

て

中

全

．
．

り

の

を

い

の

身

－

祈

父

し

描

心

全

ス

な

天

鵬
赦

い

の

一

ノ

．う

。

に

思

私

…

イ

よ

か

主

を

が

よ

ー

の

う

剖
綴
諜
私
煽
麓

ず

め

の

。

つ

ま

た

ま

求

ス

た

祈

れ

つ

ざ

い

ノ

し

に

こ

あ

ひ

願

イ

ま

神

は

が

で

を

。

り

て

私

と

中

け

た

渡

け

こ

む

ウ

ツ

し

と

と

た

ン

。

僚

ぶ

な

。
祈

て

つ

，

る

局

に

べ

込

い

ま

持

何

ノ

の

べ

。

り

こ

し

セ

す

同

学

ん

た

と

出

だ

く

え

結

と

並

り

な

え

気

ぜ

。
イ

森

は

た

怒

な

で

練

で

Ｑ

を

そ

し

ん

が

要

し

訴

。
こ

を

潜

ら

考

の

な

と

の

が

私

し

，

ん

ん

訓

と

た

葉

，

ま

な

葉

必

な

に

す

る

葉

に

さ

う

私

，

」

り

ス

だ

こ

ら

ら

う

か

ノ

，
ま

く

こ

せ

師

こ

し

言

り

り

，
言

が

む

父

で

い

言

ド

め

き

な

。

ま

教

の

で

い

よ

な

の

り

手

の

天

の

に

の

ツ

く

で

か

な

ろ

ば

イ

て

心

前

る

だ

だ

。

た

ず

は

た

み

宣

夜

ち

し

何

に

の

ば

相

分

を

た

こ

り

べ

る

ま

で

し

も

る

の

持

新

。
嫌

も

つ

し

自

ち

じ

こ

ま

，

け

た

る

や

の

ん

た

無

　簿

蕪

灘

灘
鵡欝
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るけ助を人つ持を害障

る出し申を助援

い

を

こ

害

の

親

レ

の

参

え

。
あ

事

丸

人

い

，
が

し

供

い

通

な

に

ご

ス

で

こ

楽

こ

気

い

当

そ

の

族

直

献

妨

韓

姓

眈

好

調

軌

卿

対

囑

吐

眩

褐

ば

鋤

胎

概

好

貿

乱

乱

濁

褐

陸

加

繍

蘇

焔

劒

凶

鉢

先

嫡

嫁

弱

穂

榊

珀

脚

微

弦

難

轡

□

け

つ
も

行

い

届

さ

た

活

送

い

て

ム

で

護

と

社

る

事

あ

行

す

す

の

り

ス

役

受

持

で

の

若

で

小

し

の

で

て

つ

イ

ん

看

要

，
い

る

の

に

を

を

部

た

る

に

ち

直

達

ら

あ

が

駄

加

，
名

や

ま

会

車

し

か

タ

喜

を

必

的

て

き

害

院

話

え

ド

出

い

の

あ

「

を

を

ら

度

掬

丸

購

証

破

媚

酌

鵬

き

害

く

重

は

匿

ド

い

教

が

謝

向

ト

を

人

を

質

し

で

障

病

世

迎

一
し

て

る

塒

め

導

障

い

。
性

ら

一

で

，
ち

感

に

一
と

た

け

物

と

に

に

が

の

り

ワ

申

じ

げ

の

，
は

う

女

か

カ

ん

は

た

に

復

パ

こ

え

助

。
要

ち

り

親

ち

送

。
を

感

ら

を

壕

の

も

れ

き

こ

気

鰭

糺

供

レ

分

で

ら

泣

る

も

ま

ば

法

よ

い

ち

た

喜

妹

員

と

快

が

た

抱

な

す

必

た

わ

両

た

で

す

助

が

和

子

て

自

。
け

は

え

て

た

ら

方

し

若

た

い

も

姉

会

こ

ら

人

れ

を

き

ま

を

私

代

，
供

車

ま

援

ち

も

蕊

淋

し

対

棚

蔀

蛎

諺

櫨

樋

み

な

の

で

る

妹

書
．
て

る

に

る

か

友

く

害

大

り

え

。

，
る

子

に

れ

，
た

で

が

う

め

る

あ

姉

を

と

あ

め

れ

病

，
て

障

に

あ

支

す

間

す

の

め

ら

り

女

か

妨
姶
砒
勧
旋
肋
諜
陸
舷
続
召
融
撚
飢
脚
購
博
鵬
硬
糖
謙
齢
砒
斬
號
識
¢
銚
罰
知
質
鷲
観
試
馳
砒

嘉

燃

私

愛

け

が

持

ラ

な

ン

自

す

し

神

姉

紹

重

，
こ

緒

る

，

世

間

す

が

待

も

い

よ

障

よ

家

が

ち

す

気

す

す

ど

力

の

天

と

持

ま

の

う

で

●

の

に

助

と

を

ク

切

ゼ

不

加

を

精

る

を

も

る

情

あ

て

の

る

院

ど

招

と

を

し

　

私

て

い

情

す

福

ち

，

の

め

合

い

て

べ

て

，

ま

祝

た

ば

し

認

場

て

し

す

れ

的

い

の

私

ら

た

が

る

つ

と

ち

ら

体

も

音

が

な

わ

者

ー

い

持

子

た

え

肉

人

福

と

う

が

の

３５

て

を

弟

供

教

，

つ

て

こ

合

た

て

：

つ

害

の

子

に

は

持

し

る

し

が

べ

１３

持

障

ト

の

う

に

を

対

す

愛

た

す

ネ

を

が

，

ハ

害

人

ス

父

よ

り

害

に

に

に

な

キ

，

れ

の

な

の

よ
た
「

，

と

（

・

は

入

ち

的

て

ぶ

。

て

こ

……馴縦㎜…曄㎜見

。
か

す

し

で

に

の

害

な

障

け

の

だ

女

ト

彼

ン

は

セ

人

聡
描
螺

緊
鰹

駕
翻
血
贈

詠
畿

と

従

け

の

ワ

を

じ

り

し

を

石

方

自

た

「

触

を

し

を

にす示を

。

ｄ

べ

い

々

ま

代

の

れ

な

の

で

一

の

ん

す

救

人

じ

１０

彼

さ

え

う

話

「

る

連

友

し

ン

何

る

か

し

た

よ

パ

ど

せ

，

た

た

感

る

が

愛

こ

会

手

，

れ

へ

を

悲

ラ

。

け

れ

れ

つ

ら

１０

ん

ま

が

れ

つ

と

あ

ち

で

聞

に

。
し

く

会

と

を

ブ

ん

つ

だ

う

持

た

か

と

け

ち

さ

持

る

な

た

の

の

督

す

つ

て

教

こ

の

は

せ

傷

。
ら

を

し

ず

ほ

向

た

示

を

い

由

員

る

耳

監

ま

さ

つ

，

の

い

人

ま

を

す

た

害

う

わ

も

を

私

を

害

て

自

会

．
れ

。

，

い

い

言

は

子

な

の

し

私

で

れ

障

ど

は

で

目

り

障

れ

不

の

く

す

は

て

あ

と

親

息

し

ど

と

ら

の

く

●

は

む

リ

天

、

周

障

人

う
、互

あ

を

ヨ
鵬

被

好

舳

柚

罰

醐

裂

ｄ
身

族

り

不

る

障

ど

も

く

ス

ち

け

た

神

べ

及

す

つ

る

う

自

家

あ

が

あ

動

な

害

た

エ

た

受

私

精

す

に

で

よ

あ

ろ

ち

，
も

目

の

行

器

障

も

し

。

，
ら

分

標

に

で

あ

た

り

合

や

害

の

聴

る

害

愛

す

的

れ

十

目

れ

子

で

私

あ

場

耳

障

度

補

か

障

イ
を

ま

緒

そ

が

の

ぞ

弟

る

も

る

に

重

や

わ

い

能

や

す

て

な

知

害

い

見

え

や

障

車

で

見

神

習

。
目

に

精

学

す

に

目

。

，

。

ま

め

，
す

も

す

い

た

が

ま

人

ま

も

な

す

り

な

い

人

要

ま

あ

凝

諜

鶴

饗

蒲

響

獄

膿

簾
、鷹

甥

⑰
詔

易

馨

縫

勲

嬬

描
鋤

謬

課

履
照

るれ入け受し解理

む

あ

解

に

に

，

す

ら

よ

が

う

ち

る

に

理

練

ら

り

ま

な

る

耳

よ

き

え

況

し

試

さ

よ

き

い

い

た

い

，

見

状

愛

な

を

に

で

な

て

ま

遅

は

に

な

を

き

々

と

が

い

け

。

が

供

う

う

人

大

人

こ

と

て

欠

ん

応

子

よ

よ

の

，

る

る

こ

し

に

せ

反
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ど
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の
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に
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範
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を
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と
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が
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５
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礼
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の
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茶
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は
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９
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・
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７
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２
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で
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が
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の
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を

て

が

ミ

イ

く

横

妹

人

ま

ラ

供

す

ウ

り

立

ム

ス

フ

多

を

姉

５
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・
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追
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Ｆ
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を
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・
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に

。

ほ

け

教

生

て

ブ

ま

群

セ

メ

は

も

た

の

な

殉

に

れ

ネ

ズ

の

む

じ

し

が

，
た

は

乗

き

び

験
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を
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を
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を
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と
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る
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，
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の
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を
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が
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は
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を
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に
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の
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ヨ
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る
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６
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瓦
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を
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。
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・
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Ｆ
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が
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．
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と
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が
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２
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彼
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に
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・
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茂
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つ
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に
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が
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験
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植
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Ｆ
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を
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を
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を
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。
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か

イ

族

こ

亡

抱

管

た

，

パ

け

そ

か

に

い

し

初

で

フ

家

る

で

，
大

た

朝

，
裂

。

て

家

が

感

ん

ゼ

が

見

歳

し

ス

つ

の

ね

り

す

呼

ヨ

彼

ま

３

を

ミ

か

日

ら

張

ま

も

と

ジ

，

い

は

病

ス

な

の

か

が

い

と

」

・

も

か

ド

看

た

し

次

る

心

て

の

ド

一

に

を

ド

の

い

も

Ｑ
眠

「

し

命

ド

シ

験

愛

な

娘

て

睡

た

は

て

述

な

「

一

経

た

さ

晩

け

】

し

う

い

後

さ

が

マ

の

い

小

毎

続

が

ま

よ

聞

，
小

彼

，
時

て

。

。

し

娘

れ

き

を

と

く

，
娘

た

い

す

た

ま

晩

暮

「

の

」

な

ｄ

で

た

し

抱

ま

し

励

る

に

が

う

た

も

，
あ

嘆

一

言

つ

間

，
悲

シ

と

だ

ら

一

」

う

か

い

，
も

の

あ

ち

出

抱

は

な

う

に

た

へ

に

の

要

こ

活

供

町

族

る

必

た

生

子

に

家

く

限

い

い

「

め

が

て

低

て

し

に

た

ス

つ

最

し

貧

前

う

ミ

わ

，

を

な

の

買

ス

伝

て

活

う

ス

を

。
ぶ

１

思

わ

た

ド

な

ま

泣

↑

ロ

民

姓

鯨

双

』

匿

痘
口
薙

吐

胎

峡

砂

笏

㏄

敬

轟

耀
乱
誘

の
瓢

読

饗

罷

鯉

蹴
潔

諮

蕩

瓢

沼

獄

謙

雅

て

彼

の

こ

つ

へ

か

て

に

１

通

こ

そ

心

よ

ゼ

い

病

に

ヨ

幼

看

族

ジ

で

き

家

・
と

抱

が

一
も

に

彼

。

シ

が

腕

，
る

一
れ

晩

に

え

マ

そ

毎

姿

が

，

，
を

の

か

娘

れ

女

長

う

の

倒

彼

管

が

長

に

。
大

愛

管

病

た

ス

た

大

は

つ

ミ

い

ス

ン

失

ス

て

ミ

イ

を

た

い

ス

フ

命

し

抱

つ

日

は

大

ち

。

，

の

し

買

な

実

。

あ

た

み

供

く

を

別

，

た

，

つ

込

子

ら

の

特

が

つ

ら

回

り

で

ば

も

番

た

か

が

て

座

る

し

な

一

い

な

な

見

に

ま

。

う

で

て

も

し

を

所

，

た

よ

年

つ

せ

り

一

い

で

い

ジ

リ

リ

テ

そ

ひ

ン

管

，

・

ア

・

。

の

イ

大

妻

ン

一

た

子

デ

の

の

レ

乙

リ

し

息

ル

目

人

エ

ソ

ア

ま

，

一

代

㌶

ゐ

欝

引
蜘
．

　

謄

糠

鰯
鰍

た

ラ

・

・

シ

の

る

ス

た

い

・

ド

ン

・

人

あ

ミ

つ

て

ナ

一

ア

」

４８

で

ス

な

れ

リ

ャ

・

ラ

て

り

・

と

わ

ユ

チ

ス

イ

し

と

グ

長

号縦穿髄聖



む

し

の

守

い

社

欠

つ

の

失

な

国

を

な

，

が

な

け

，

仕

天

活

は

は

素

に

か

は

奉

を

生

仕

に

要

中

せ

の

，
庭

庭

奉

人

な

夢

見

る

し

家

家

の

る

要

に

は

残

か

，

て

上

す

重

み

み

て

し

し

し

以

避

の

し

し

つ

。

い

そ

と

回

め

楽

楽

取

だ

な

，

こ

を

た

の

な

を

の

れ

と

く

任

る

交

う

年

ｄ

る

ら

こ

い

責

な

社

よ

，

る

い

得

る

て

の

に

。

の

り

あ

で

は

す

め

で

福

る

そ

あ

で

ん

福

に

高

庭

幸

い

，

で

け

込

幸

う

，
家

で

て

も

の

だ

い

に

よ

り

会

け

て

も

望

てしと師教宣ウ涯生一

ヲ

　

む

細難
鰐
懲
雛
撫
瓢

鮒撚
濃
灘
黙
撚
罐

・

ら

涯

者

諸

リ

れ

れ

ツ

長

長

る

長

ム

ル

ス

長

大

Ｆ

ば

生

導

イ

ギ

さ

さ

ロ

部

管

な

管

ガ

イ

・

管

で

・

す

の

指

ワ

イ

召

召

一

道

大

く

大

リ

ウ

ゾ

副

歳

フ

に

そ

の

ハ

，

に

て

ヨ

伝

び

亡

を

ブ

，

ン

で

６２

セ

族

，
会

時

後

徒

し
」

，
の

再

で

間

。

一

レ

下

，

ヨ

家

く

教

の

た

使

と

て

部

，
歳

年

た

ラ

ロ

の

年

ジ

て

な

た

歳

つ

後

員

し

道

時

８０

４０

し

イ

，
長

０１

つ

で

ま

１５

わ

の

一

と

伝

の

ら

る

ま

テ

フ

管

１９

●

，

Ｏ

　

，
寂

…

だ

シ

と

年

し

，
誕

発

る

生

間

，

は

家

言

う

ど

清

よ

い

の

何

と

自

思

い

う

…

り

一

こ

ｄ

２

記

供

の

利

す

人

年

あ

私

，
予

こ

な

を

の

良

も

を

こ

の

と

な

い

。

か

マ

た

だ

る

う

子

目

く

と

の

３

あ

を

ｄ

て

の

は

福

力

そ

り

る

活

る

番

だ

い

と

る

ば

た

い

じ

去

こ

の

回

し

う

私

い

。
使

う

つ

主

彼

幸

響

，
よ

め

生

す

一

と

，

の

影

は

，
高

庭

と

，

こ

は

』

か

ん

つ

て

存

を

に

て

４９

ら

ろ

の

し

た

天

う

と

。

議
嚇
叢

濃

諜
蕩

総

犠
徽

灘

欲
榔

轍
轍
駕
誘

㈲
醐

雛

数
欝
諜

驚

欝

欄轍

難

懇

鶯

鵜

鷲

麟

腰

誌
籍
鷲

嚥
難

伽
取
胤
義
殿
娠
臨

論

た

遠

し

悲

私

一

か

前

て

マ

生

な

１８

で

の

あ

ど

族

者

語

あ

く

う

家

で

か

が

由

朋筋罪削勧聖

む

あ

も

な

乱

と

の

．心

は

，

。
私

な

問

，
じ

つ

て

ら

い

こ

あ

。

み

，

ふ

し

ら

人

る

，

，

て

き

混

た

私

，
私

て

た

。

ん

が

ず

家

空

し

ば

な

ら

，

い

と

も

で

を

ば

る

い

れ

を

と

で

も

つ

。

れ

。

し

つ

い

そ

心

え

。

も

と

や

し

ち

な

な

ひ

声

か

ス

す

座

て

ら

み

「

は

か

ま

え

か

だ

と

ま

な

。

の

見

い

屋

散

頭

は

あ

か

こ

い

る

ら

キ

返

，

つ

け

黙
灘
難
灘
灘
　織
縫
欝

え

大

こ

内

私

。

ど

な

，

り

場

大

し

つ

目

し

き

び

い

が

の

回

な

愛

，
首

た

と

，
小

も

消

ス

に

の

も

る

，

も

き

取

い

の

う

あ

。
ま

歩

わ

て

ほ

庭

見

か

の

も

の

し

る

も

た

お

は

ミ

紙

心

今

い

も

今

つ

に

し

私

ど

が

ぶ

澄

を

，

つ

ほ

，

を

や

へ

き

私

ら

げ

唇

つ

な

び

ス

手

の

。

て

て

は

傷

独

び

…

は

と

叫

を

う

で

ま

の

と

ら

軽

パ

輝

…

く

あ

の

失

さ

し

る

こ

い

し

し

魂

は

孤

わ

…

に

こ

い

耳

ゆ

ぽ

し

色

か

ち

の

パ

の

…

つ

て

色

を

小



‘

盤雛慧 ７

ざ

峯
」

，

腰

襲

夢

畷
，
も

、
凱

論
懸

趨
礫
齪

驚

璽

磁

・
、

薫

イ

や

ヘ

ガ

て

拗

・
鹸

鍵
、

齢

冒

・
肇

燕

轡

叢

響
鍵

～

醤
溝
鱒

噺
静婆
．

毒

藩

善

庫

避驚欝
劉
．強

嶋

㌃
亀

§

マ

．
懸
饗

謀

轟
饗

き
卿鬼

獣

駕

犠

濃

㍗

ノ

憲

驚
磯
欝
．メ

燈

鴇
職

．

・

・

擁

養
姦鐙難

．

撫読襯

儲

者るえ教を理真

た

。

こ

副

と

柄

る

り

ス

セ

出

果

す

た

は

神

事

す

偽

。

ッ

て

が

ま

え

彼

る

た

に

，

た

メ

し

長

り

教

，

な

つ

か

た

し

な

と

管

あ

に

時

父

い

ら

ま

ま

要

」

大

も

直

る

，

と

明

は

え

重

義

ス

に

率

あ

源

性

を

ら

与

の

教

ミ

か

を

に

起

属

義

彼

を

そ

の

ス

ほ

え

職

の

の

教

。

告

，
音

・

は

教

の

人

ト

の

た

警

後

福

Ｆ

献

の

者

，

ス

会

し

る

死

「

フ

な

福

予

も

キ

，

セ

大

，

。

と

・

て

出

に

管

一

　

貢

音

言

に

リ

教

ま

す

の

が

た

者

聖

大

し

対

長

部

し

死

準

ス

ま

「

標

ミ

ヨ

偉

は

す

と

ス

し

を

え

大

の

れ

の

，

ス

ジ

た

れ

で

長

工

関

明

教

ス

ジ

さ

彼

在

。

し

そ

と

管

イ

に

声

の

ミ

一

版

現

す

ら

シ

圧

衆

か

ワ

抑

合

年

は

を

に

８８

長

徒

う

１８

管

聖

よ

ぽ

ま

か

」

い

ず

現

て

わ

示

れ

る

る

ら

な

す

め

く

関

収

亡

に

に

い

中

は

なが
贋

の

長

。
の

典

管

む

の

大

日

る

た

ド

多

と

後

る

信

ま

た

げ

神

を

後

ス

末

す

し

一

，

義

た

あ

の

け

し

遂

，

さ

，
和

ま

オ

け

教

れ

に

々

続

理

を

て

切

の

ミ嶽撫
灘
灘
羅
慧

し

に

Ｄ

う

に

年

長

公

参

教

会

ゆ

長

く

は

強

を

年

ン

よ

府

９０

管

る

言

は

教

た

管

き

彼

を

い

８９

ト

る

政

１８

大

す

宣

長

，

に

大

大

。
割

。

思

１８

ン

す

国

フ

止

の

管

げ

め

ス

が

た

役

た

て

で

，
を

し

界

れ

の

ら

霊

さ

る

巡

が

織

れ

を

主

組

さ

い

い

を

召

思

救

ち

て

に

，
た

し

典

け

者

と

聖

受

言

師

は

を

予

教

長

現

と

宣

管

示

徒

の

。

大

，
聖

へ

た

ス

時

の

獄

し

ミ

た

人

の

に

ス

い

義

霊

目

ラ

廃

式

大

ら

た

ミ

会

し

の

し

ド

を

公

ス

和

す

ス

教

で

会

ま

ツ

婚

，

ミ

を

増

。

，
代

員

し

ウ

結

約

ス

張

を

た

は

時

定

調

・

妻

聖

，

緊

頼

し

の

た

権

強

て

関

け

う

々

長

隠

れ

い

け

に

受

よ

人

管

を

離

ら

受

施

を

の

な

大

身

ら

つ

を

実

撃

こ

能

ス

ら

か

に

生

の

攻

は

有

ミ

か

族

ず

に

婚

い

長

た

ス

ず

家

き

世

結

し

管

し

。

み

大

で

の

妻

激

大

護

た

は

，
が

こ

多

ら

ス

擁

し

者

り

と

が

は

か

ミ

を

で

導

あ

ご

長

会

府

ス

会

り

指

が

る

管

教

政

。
教

と

の

と

見
鴨

大

，

国

た

ら

ひ

人

こ

を

ス

代

衆

し

か

の

数

た

倒

ミ

時

合

ま

撃

ち

む

い

面

ス

た

て

い

攻

う

含

て

の

い

し

て

な

の

を

し

そ

号闘年野削勧聖
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１８１９
一
３８１８表年スミス●Ｆ●フセヨジ

　誰隠∬懸

を原平のでま地盆ク一レトレ

出

フ

貌

”

州

殉

ら

リ

ス

が

一

ミ

な

ズ

ス

い

ミ

・

追

ム

を

日

ラ

れ

乱なと

乱れさ召に員議評等高婚結とス
、
、
、

さ

と

任

長

聖

部

に

道

徒

伝

使

の

り

部

よ

道

長

伝

管

ス

歎

判

。
ン

イ

嫡

噌

乱

鐙

む

。

ス

道

議

リ

召

道

児

道

・

伝

院

ブ

に

伝

瓢
警

諜

日
甑
ご

と

ム

れ

お

員

ガ

さ

部

召に長管副二第の長管大一ライテ●ンヨジ

馬シキメ

島

の

働

ロ

害

で

会

迫

ダ

教

の

ナ

る

へ

力

け

婚

，
お

国衆合孔隠を身めた

¢既ントンシワてしとトスイビ

二第の長管大フラドツウト一オフル

む

召

る

し

す

テ

ノ

に

れ

と

関

シ

ス

長

さ

長

に

ク

・

管

召

管

い

［

ゾ

副

に

大

販

レ

ン

［

長

，

の

ト

召に長暗爵二第の

。

長

る

管

れ

大

さ

「

眺訪

。

を

る

マ

ナ

ノ

こ

む

ツ

受

去

ロ

を

死

［

現

で

ヨ

示

一

て

る

イ

。

日

。

。

１３

イ

群

る

亡

イ

ラ

リ

準

ー

副

口

働

１０

る

結

イ

に

く

７

長

１３

る

１７

史

３

１９

月

ハ

の

え

死

ワ

ビ

ギ

タ

月

，

一

て

月

れ

妻

ワ

院

働

月

管

月

れ

月

会

月

月

ロ

父

牛

越

母

ハ

レ

イ

ユ

７

れ

ヨ

し

１０

さ

多

ハ

下

で

４

副

９

さ

田

教

１０

１１

９

鮨

↓

５

７４８［

年

３８

４４

４６

０
０

０
０

８

１８

２５

３６

一

一

一

１３

１５

２０

２２

２７

２７

５７

６３

７４

一

一

一

５２

５４

５９

６０

６５

６６

旧

１８

１８

１８

１８

１８

３７

４９

５０

一

一

一

３５

４１

４５

㎎

７５
一

７４１８

８０１８

８８一８４１８

８９一８８１８

駄

イ

れ

レ

第

管

て

者

ル

ウ

さ

口

に

大

め

死

ソ

召

後

初

日

に

日

。

日

上

日

日

５０

５９

６２

６７

７９

８０

脚

脇

㎜
脇
胴

て孔
」
潴
箒配姦叩

ス

皆

裁㍗診霧
ヨ

ス

者

フ

シ

言

フ

セ

ン

予

セ

ヨ

ラ

の

ヨ

献

ジ

フ

神

ジ

文

．

・

●

考

１

２

３

参

ン

ズ

イ

ン

デ

ボ

ル

ギ

一

・

イ

Ｍ

フ

・

義教の音幅赫スト●

号聞年野闘勧聖

む

む

驚

謬

輔麗

隷
鎌

粥

膿
糠贈
謙
犠

騰

購

　　　蕪
　灘
　　欝

　懸



















む

セ

て

し

を

す

く

も

よ

ル

え

ら

仰

で

固

を

し

デ

考

ば

信

の

は

音

で

ン

と

す

は

る

族

福

る

ア

る

て

員

い

家

に

え

。
あ

つ
会

て

，
々

言

す

で

と

教

つ

し

人

と

ま

的

こ

の

な

す

の

る

い

設

員

く

行

ま

ク

い

て

建

会

多

く

い

一

て

附

“

磁

磯

姓

瞭

脚

聴

を

と

国

か

雄

に

デ

け

御

は

の

お

を

道

は

つ

防

れ

こ

の

と

伝

ち

を

に

こ

ま

福

こ

は

た

力

肚

ぽ

鱒

蜥

越

趨

認

馳

蛭

綴

畷

．卜
好

撒

対

秘

れ

キ

弊

す

，

，
い

め

そ

一

。
で

れ

果

て

た

て

テ

す

福

ら

結

れ

す

し

ス

ま

祝

め

の

ば

ら

ｄ

対

ン

い

い

強

そ

結

た

う

．

眠で室船舅

む

た

す

て

ら

ギ

確

界

み

で

つ

か

イ

を

世

て

の

切

海

。
場

は

関

離

ツ

ま

な

い

上

イ

れ

か

な

以

ド

く

豊

れ

ロ

や

て

も

切

キ

ス

し

最

も

７５

リ

保

で

くとこの潮ち満は師教宣

ゲ

の

に

一

へ

職

ハ

主

の

ン

も

係

ぺ

弟

関

コ

兄

舶

，
ン

船

り

セ

ち

あ

ル

ば

むす

セ

ま

道

バ

を

き

ま

ン

し

伝

雛

勘

鳩

篇

窮

猫
幾

こ

賦

翻
騨

戴

潔
§
い

は

者

肩

の

ア

伝

ア

ベ

数

宗

の

台

と

は

，
す

マ

改

人

土

」

ち

が

を

ス

た

先

た

ら

た

す

金

テ

つ

は

い

か

子

ま

賃

プ

だ

ち

築

す

息

い

の

バ

人

た

の

で

の

て

そ

の

２７

私

ら

の

彼

し

，

者

に

「

彼

る

。

宣

た

う

の

い

た

還

師

い

後

て

い

帰

教

と

の

つ

聞

も

宣

い

マ

も

を

た

ス

を

葉

妹

「
獅
畠

窮

猪

）

る

い

，

出

と

る

　

・
・

，
す

碧
．
勧

や

魏

教

オ

に

け

宣

の

様

続

任

部

同

を

専

ド

と

強

で

一
前

勉

ク

ワ

以

る

一

１

，
す

マ

第

が

関

ン

セ

た

に

デ

ン

し

ン

で

ゼ

ま

ヨ

ま

一

し

シ

年

オ

婚

一

ｄ

９０

近

結

ケ

し

た

１９

最

と

二

つ

し

ら

。

弟

ユ

。

以
囎
…
奮

蕩

簸

罫

製

駕

は
覆

翌

対
濫

蕊

意

れ
サ
在

紛
徹
脚
⑳
藤
痘
既
痘
循
紅
硬
幡
姻
噛
艇
瀦
鰹
酷
弛
切
０
伽
醜
娩
調
瀕
糺
総
井
現

，
喜

に

は

働

ア

者

つ

家

て

姉

を

ガ

け

そ

は

で

ハ

間

に

つ
完

ン

た

ン

ち

ア

と

て

し

ン

年

年

立

を

セ

を

セ

た

の

ひ

つ

に

で

を

当

テ

て

イ

害

思

作

し

ア

家

ン

受

は

人

師

ぺ

３

９０

に

家

ル

金

ル

子

歳

の

持

ち
伽
礼

と

本

ネ

し

・

障

と

話

と

べ

て

イ

を

り

主

教

コ

の

１９

上

に

デ

資

デ

息

２４

師

の

持
瞼
手

こ

き

ア

と

レ

覚

い

童
・地

イ

，め

と

め

た

こ

宣

こ

は

の

上

ン

道

ン

て

教

ち

気
励
按

る

と

師

一

聴

た

誕

レ

初

ン

固

ふ

の

還

む

つ

る

と

に

す

市

ク

す

で

デ

れ

行

き

海

中

で

の

一

で

業

ン

け

に

で

，
の

の

物

マ

の

産

ア

な

店

が

は

土

な

産

ン

る

供

・

い

鷲灘
慧

鐙
撫

醐

馨

聴

眺

商

ひ

舶

ア

に

て

稗

士

一
年

息

ヤ

ワ

一ア

進

つ

で

ン

，

６

エ

ン

の

い

ん

セ

り

，

，

ゲ

そ

て

積

ル

な

し

て

】

。

め

を

デ

と

婚

が

ハ

た

務

練

ン

師

結

や

ン

し

を

。

ぺ

ま

職

訓

ア

教

と

へ
此
騨

｝蕨

一
豹
初

膳
灘
論
畿

壕

峡

肋

焔

臆

猷

鉱

脈

ａ

て

・
終

子

を

さ

，

む

生

ク

が

イ

び

た

ネ

帰

。

の

・

師

フ

結

し

り

た

す

ン

ネ

教

の

で

ま

ト

し

ま

セ

リ

宣

親

殿

し

。
道

い

ル

ト

，
両

神

道

た

伝

て

デ

，
は

。
に

伝

し

で

い

ン

弟

弟

た

後

で

ま

オ

働

ア

姉

兄

し

は

ン

け

二

で

・

む

ア

で

族

ゴ

受

ト

行

ン

住

べ

歳

家

レ

を

ン

銀

ヤ

に

イ

２

，
オ

福

ア

の

チ

島

レ

と

け

は

祝

・

セ

ス

セ

ク

歳

受

ン

の

ン

ン

リ

ン

・

３

を

一
婚

サ

ゼ

ク

ゼ

ン

，

マ

テ

結

の

一

・

一

】

時

ス

ス

殿

州

オ

神

ス

は

む

ら

の

国

状

，
る

べ

ｄ
徳

て

た

な

を

同

た

て

，
し

れ

が

大

ぬ

の

に

か

す

す

道

げ

も

く

律

，
挙

が

た

法

は

ま

わ

な

最

れ

国

め

わ

の

で

き

の

そ

な

た

と

択

の

に

に

富

し

る

に

り

払

つ

会

お

う

い

る
、
選

い

代

凶

は

示

す

ら

な

り

犠
醗
膿
荊
蝋
凝
欝
姦

た

韻

し

。
に

誤

詑

よ

た

を

舅

を

】

自

と

す

識
譲
欝
編
篠
慧

諜
懸
灘
灘
難
難

ン

ま

，

て

の

人

と

よ

長

法

る

腕
鑑

享

蓼

駒
榔
驚

会
す
辺
士

，

デ

ベ

ン

つ

で

の

す

と

一

や

。

ン

述

レ

な

中

心

で

白

テ

緩

す

た

の

，
者

し

り

確

一

に

あ

は

マ

向

は

の

ン

傾

で

た

デ

な

け

め

は

徳

だ

集

員

道

ク

り

会

不

一
な

教

の

マ

か

，
そ

ン

を

も

，

デ

目

て

に

は

注

つ

も

国

な

あ

と

む

的

に

と

悩

界

況

ち

に

世

状

た

悪

て

な

人

ｄ

会

し

う

な

　

。
の

船

ス

身

い

「

海

テ

７０

の

ビ

２

ス

す

ア

う

ヤ

に

の

徳

と

は

ス

に

ま

し

た

し

愛

う

ま

こ

せ

で

の

ま

か

ク

的

い

ら

つ

通

性

こ

し

こ

チ

民

態

道

こ

て

係

れ

へ

す

国

ン

献

就

航

ス

ー９

人

ス

第

後

ま

蜘
諏
獺
礁
枇
宵
鮒
趾
似
融

の

う

，
そ

の

都

で

海

同

て

た

よ

が

。
か

つ

の

ん

す

ほ

号
、
唖
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アピスク

る

イ

い

エ

て

シ
，
ぐ

え教

ン

ろ

を

セ

つ

ス

ン

く

ン

テ

で

ダ

ス

宅

。

ア

ル

自

妹

鴛

罵

ス

ド

ン

ニ

と

ッ

ゼ

一

弟

ヌ

一
力

兄

ク

オ

し．

一

の

ダ

ゴ

部

イ

小

肢

右

筋

も

む

リ

ン

に

さ

ク

ネ

も

奥

・

ア

と

と

ン

へ

と

弟

峨

競

レ

央

末

ニ

プ

中

の

一

謂

幾

主

姉

の

甘

こ

一

人

デ

で

ゴ

４

エ
。
の

宅

卜

自

ッ

妻

優

の

リ

夫

俳

ク

ク

ン

ル

．

セ

ボ

【

ン

ル

一一
テ

オ

ヘ

スルク

左

・ルデ一ボ

ｄ

歯

薯

贈

．握

ド

ス

テ

し

・

だ

あ

す

テ

の

会

性

し

の

会

向

謝

る

教

は

で

国

方

感

な

の

で

い

な

す

駿

筋

諏

激

姻

蝋

齢

師

如

働

劫

礁

昂

蜂

ば

初

紛

緋

り

心

の

ス

こ

呼

物

交

彼

の

も

部

ほ

青

と

の

い

ア
」

と

。

る

す

い

で

て

ら

し

か

を

た

話

き

と

で

人

が

，

と

で

こ

の

つ

る

満

ク

的

と

適

劇

た

の

，
演

と

よ

聖

な

に

一

般

は

く

演

の

ク

に

上

こ

し

日

に

ト

マ

一

テ

な

の

何

】

の

を

る

で

末

と

ン

ン

は

工

難

ち

，

マ

な

劇

あ

の

の

こ

セ

デ

人

イ

に

た

も

ン

け

て

の

た

ク

る

一

な

ク

，
し

年

時

デ

だ

け

値

じ

一

れ

一

が

召

少

た

。
る

か

価

感

マ

さ

パ

的

た

い

を

る

う

ン

介

３

型

マ

す

の

青

し

の

典

ン

ま

長

の

話

し

て

間

す

そ

デ

紹
，
で

ま

し

時

伝

も

口

を

デ

い

員

部

電

讐
論
懸
幣
猫
篇
繍
難

う

と

。
言

部

ス

レ

た

だ

ぶ

れ

か

レ

お

が

一

フ

の

で

こ

た

に

で

渉

教

，
し

民

ワ

ル

元

ん

き

，

習

の

ｄ

交

ト

．
磁

寒

顯

答

静

く

む

っ

エ

ス

た

テ

会

つ
以

自

だ

憾

即

硫

判

齢

鷹

鍍

雛

號

臨

ゆ

体

渤

劒

劫

偲

諸

枢

就

仁

轍

榔

鉾

縫

煎

は

こ

つ

た

人

に

て

応

の

め

若

教

し

だ

う

徒

り

ク

を

１９

ン

り

害

ン

余

択

公

デ

，

選

と

，

は

の

化

に

栄

ど

浄

う

繁

ほ

，

よ

。

た

て

る

す

つ

ラ

ラ

き

し

し

ま

カ

て

て

い

な

れ

つ

て

て

ま

持

れ

つ

囲

せ

ま

か

に

わ

囲

，

む

ン

ら

う

場

露

に

マ

デ

な

よ

具

念

あ

荒

り

を

常

ン

，
る

し

家

の

の

に

郁
敬

縦

要

つ
努

る

築
い
畏

放

必

が

影

ば

浄

い

．は

ビ

の

れ

を

て

歩

レ

そ

け

害

い

進

テ

，

な

公

巻

と

に

め

い

の

り

栄

れ

た

て

海

取

繁

そ

る

つ

，

を

の

，

い

払

が

ク

．
そ

画

て

を

人

一

，

映

し

意

ク

マ

ば

，

出

注

一

機

ポ

る

け

で

。
い

つ

素

た

て

傷

簡

し

れ

を

で

ま

ま

統

野

き

込

伝

分

て

み

の

の

れ

飲

そ

術

ら

に

て

芸

見

し

し

，
で

ら

ら

む

海

あ

に

に

す

盛

徳

は

デ

て

め

で

ど

を

海

も

で

の

道

々

の

ん

面

の

と

の

夜

不

人

ぐ

も

に

な

建

て

的

不

と

の

惑

と

た

，
に

，
多

を

化

と

年

し

性

を

ほ

つ

誘

さ

し

店

的

う

し

意

浄

福

長

と

と

海

が

た

も

か

ら

売

放

よ

も

決

の

祝

は

庫

一

な

。

ク

ふ

々

豊

た

の

開

い

。
と

海

だ

ク

宝

イ

か

す

一

る

人

的

も

誌

も

な

ん

意

の

ん

一

の

フ

静

で

マ

す

の

質

を

雑

に

ら

せ

創

徳

含

マ

美

ラ

，
の

ン

反

ク

物

会

聞

り

被

ま

た

道

を

ン

な

グ

は

る

デ

相

一

と

機

新

ま

を

り

し

不

訓

デ

的

ノ

々

い

の

マ

暇

の

あ

響

な

化

る

教

能

ル

人

て

つ持をみ望いし正

一

ク

し

ダ

取

マ

一

か

ア

て

ン

マ

し

エ

し

デ

ン

。

ク

と

の

デ

う

ス

つ

ん

と

よ

の

と

さ

ス

し

祥

ひ

く

ン

で

発

の

た

ダ

い

カ

ス

む

ア

な

リ

ン

し

エ

い

メ

ダ

楽

ク

り

ア

ク

を

ス

ま

は

一

ス

。

あ

人

オ

ン

す

は

ク

フ

ダ

で

人

一

な

。

ア

り

る

マ

的

す

エ

と

え

ン

統

で

ク

ひ

考

デ

伝

の

ス

の

て

，

の

た

は

員

け

来

国

し

ル

を

で

。
に

オ

れ

因

た

生

。
そ

原

し

人

す

に

が

ま

て

で

時

宗

れ

つ

の

た

改

く

よ

も

し

の

て

に

な

宗

女

つ
音

鷺

諜

福む

灘

禦

難
磐

伽

る

シ

年

イ

螢

質

∵

摺

膿

瀦

正
融

灘

号瞬響髄聖



さ

護

お

の

い

奥

擁

の

か

て

と

の

観

ほ

つ

，
合

ン

族

値

ア

家

価

は

ち

イ

で

つ

ち

か

つ

界

持

た

分

持

版

が

私

に

を

出

音

・
的

碧

幅
誌

の

放

　

・

ま

を

す

カ

マ

人

の

す

き

理

ま

・

ン

シ

チ

つ

す

１０

ク

ま

で

真

い

イ

デ

の

，
立

ま

。

」

い

が

の

言

デ

で

彼

く

に

い

す

マ

て

と

そ

は

工

名

。

高

台

て

ま

ン

れ

こ

め

ン

の

う

す

が

舞

つ

リ

知

ン

ス

毎

７

く

く

デ

の

は

に

ら

よ

は

ズ

で

間

そ

も

技

ン

場

の

お

最

演

ケ

劇

と

は

で

の

イ

セ

ダ

弟

う

ア

デ

ン

イ

兄

ゆ

ピ

・

ゼ

の

ル

じ

ス

ズ

一

ん

ニ

ク

ク

ル

オ

さ

一

一

一

一

は

奥

エ

ヤ

の

。

ビ

】

レ

年

，

こ

し

ス

ダ

へ

７

い

。

出

工

一

・

は

な

す

傑

。

ピ

エ

ン

行

ま

で

す

・

リ

ア

を

い

ク

ま

ン

マ

イ

動

て

一

い

ア

の

。

活

つ

マ

も

イ

ん

す

奏

な

ン

に

，

か

家

奥

り

に

も

，

ほ

奏

，

ル

さ

が

行

デ

存

善

を

ン

保

き

善

ア

は

べ

，

・

に

す

は

ド

ク

な

徒

一

一

，

聖

。
カ

マ

し

日

。

さ

ま

演

行

デ

す

リ

ン

す

末

ｄ

ク

く

遺

す

器

ン

せ

ぶ

さ

す

分

し

で

と

デ

ま

の

す

一

ぐ

的

ま

陶

ロ

乗

る

朴

ま

，
択

「

り

ク

ま

マ

は

化

い

ン

プ

に

く

素

れ

し

選

あ

的

ン

皆

の

糖
驚

鵜
霧
懇

潔
蘭麟
騨

・
ギ
勉
宰
度
割
列
部
る
い
力
の
な
趨
稗

譲

礎

麓

齢

一

の

れ

な

一

素

化

に

ロ

，
．す

ボ

ち

で

の

一

る

ン

ス

価

残

大

ン

わ

と

行

名

数

り

親

嫌

辮

弊

恥

，
再

の

と

の

敬

こ

水

畏

き

る

善

力

す

も

の

対

最

土

に

の

む

産

い

の

せ

を

ら

よ

徒

映

し
．
牛

か

ス

わ

じ

聖

反

美

，
聞

レ

変

同

日

も

た

け

み

ド

に

，
末

に

れ

着

読

の

遠

て

う

方

か

に

を

で

永

し

合

き

描

身

本

ま

そ

そ

ち

生

に

を

て

し

こ

。
か

た

む

い

デ

ら

ぶ

た

ア

住

い

で

れ

て

な

す

集

ツ

彼

一

強

し

の

を

ま

長

も

ま

と

聖

自

か

そ

ル

り

性

ツ

の

こ

は

た

す

て

は

知

学

る

イ

在

と

物

誉

し

に

ま

を

シ

鰍

遜

禦

儲

齢

羅

錨

籍

鞍

朧

醗
餌

襲

朔

謙

動
な
々
を

翻
鴛

篇

掌

続

↓
撫

額

雄
呪
響

鍔

鰍
甲
ン
る
く
う
デ
な
用
を
有
の
搾
母
た
い
な
デ
れ

一

ん

者

か

家

る

チ

ら
、
マ

ク

年

人

ヤ

セ

ネ

間

音

の

た

セ

れ

多

な

す

利

念

絵

乳

る

着

な

う

の

さ

　

ゴ

た

ス

ダ

の

，

て

ク

い

へ

高

ン

い

う

で

つ

よ

と

私

ン

だ

９

が

ス

，

力

身

た

れ

ア

ペ

エ

グ

の

パ

切

の

ラ

ト

し

ン

た

プ

今

つ

ス

し

。

も

ダ

て

よ

の

残

が

れ

そ

ダ

人

は

プ

の

来

リ

を

年

く

・

コ

ウ

ッ

。

く

。
念

部

ユ

ツ

ま

ダ

け

ツ

る

な

も

楽

す

て

ア

り

る

た

が

と

く

こ

。

ｄ

大

に

一

ン

以

メ

ス

少

て

ン

は

ス

ロ

た

多

す

記

ド

ギ

リ

し

ア

設

テ

い

も

供

て

ま

と

工

借

き

し

ち

こ

て

音

す

た

は

部

ル

デ

ス

ア

レ

青

し

オ

ブ

や

ク

し

す

ま

の

一

レ

ク

版

工

に

ス

て

に

子

つ

い

は

ク

，

で

に

た

る

べ

福

で

し

の

キ

グ

一

ン

。

ド

の

を

リ

一

ツ

で

ま

ま

い

省

ワ

の

．

出

ク

宅

の

つ

段

の

と

て

・ｂ

ス

て

応

と

徒

す

述

，

ら

ま

つ

一

の

エ

レ

す

の

こ

け

マ

ル

イ

ビ

き

す

て

政

ー

オ

人

に

つ

開

で

え

対

こ

生

を

を

も

か

れ

持

テ

年

ウ

ア

ま

ク

，

ン

を

ス

自

々

渡

手

つ

の

グ

ド

レ

て

ま

つ

郵

第

ジ

ベ

本

は

。
人

き

の

３

族

な

の

校

増

に

る

℃
備
瞭
狗
航
姻
髄
以
砂
努

⑳
斐

味
嘱
紛
ぬ
行
魁
礼
臆
鄭
と
”

一

の

一

た

，
響

道

の

家

と

へ

学

が

れ

す

　饗
蟻
澱
　　　灘
灘
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す

で

謝

ん

感

せ

て

ま

し

り

対

あ

に

が

ら

け

れ

わ

そ

る

，

れ

に

な

の

に

い

ち

な

持

む

ら

気

た

私

の

す

る

し

ラ

　

の

ま

ず

す

し

れ

け

め

楽

を

だ

そ

，
た

た

人

悪

い

活

い

さ

ま

か

そ

な

た

音

こ

ん

び

り

け

け

大

嫌

な

生

て

逃

し

動

。
も

る

，
ん

し

喜

た

つ

か

の

る

い

の

い

見

動

い

す

で

す

は

泥

楽

な

め

り

い

て

す

て

分

つ

も

感

ぱ

ま

め

達

子

で

を

く

な

す

追

い

対

れ

自

気

と

も

つ

い

た

に

息

先

触

む

を

な

を

つ

に

わ

は

に

ご

に

い

て

る

数

の

足

感

は

泡

を

虫

に

物

ら

ち

て

な

と

気

つ

せ

拍

歳

，

の

坊

の

ム

ト

さ

き

と

た

べ

ん

こ

元

回

さ

心

３

り

泥

ん

ん

ヤ

ブ

潔

生

も

供

す

ど

な

を

り

焼

る

。
た

い

赤

け

ジ

カ

清

の

と

子

と

は

ん

体

走

燃

す

ん

つ

か

。

石

ゴ

る

。

足

つ

，

こ

目

ど

は

に

を

と

せ

踊

温

す

。

ン

す

す

本

ち

い

な

の

は

子

う

一

標

ま

て

て

ま

す

り

り

ま

６

は

違

か

ら

心

息

そ

リ

目

り

せ

し

い

で

に

光

い

や

に

と

細

彼

の

の

し

ロ

，

。

ら

歳

楽

力

ば

も

合

ね

し

も

の

，

む

ご

で

供

鮮

多

活

で

柄

す

き

た

感

す

行

康

も

く

日

て

豊

も

と

子

新

。
生

の

事

で

大

し

て

視

に

健

る

や

休

い

は

に

ご

，
く

す

の

た

な

の

「

ま

し

無

い

，
じ

ぶ

。
書

ど

私

た

か

驚

で

ん

つ

純

た

ん

い

対

の
を

舞

と

感

つ

す

で

な

に

つ

に

も

の

だ

ま

単

つ

ろ

て

に
軸
賜

見

る

く

ご

で

ン

擁

な

い

や

し

中

忘

た

れ

う

が

さ

て

の

を

れ

忘

よ

う

か

つ

活

び

ふ

を

の

こ

や

失

生

喜

り

謝

ち

と

び

を

の

る

あ

感

た

。
伸

ち

人

あ

く

る

供

う

い

持

大

に

ご

す

子

よ

し

気

な

中

。
対

の

し

ら

な

忙

の

す

に

　

ヲ

は

族

こ

ん

病

福

で

は

が

さ

庭

て

家

。

せ

折

祝

口

で

ち

や

家

し

と

た

ま

時

な

早

柄

た

，
た

対

康

し

き

が

き

だ

事

供

ド

り

に

健

ま

で

分

大

た

る

子

一

足

」

も

い

は

自

に

。
祈

，

カ

ち

福

つ

て

と

り

か

す

に

食

た

満

祝

い

し

こ

た

確

で

う

夕

れ

で

な

。
謝

る

つ

は

の

よ

の

く

か

　

あ

わ

回

て

の

毛

黒

て

え

ど

す

か

あ

問

で

た

ふ

し

で

ま

ち

し

音

た
の

へ

な

強

も

の

ヨ

抱

し

考

な

で

確

が

の

に

つ

，

て

凡

し

も

謝

福

ら

院

に

と

こ

い

レ

い

中

す

彼

５

て

は

れ

で

に

こ

り

の

髪

り

り

の

感

の

時

つ

何

ま

で

れ

平

て

感

と

れ

病

気

だ

も

な

ク

し

む

子

思

耳

ん

ロ

ん

ｄ

ち

ば

う

な

で

し

）

く

ン

う

つ

に

息

い

感

や

そ

ん

．の

で

持

事

な

事

い

さ

自

は

繋

殊
甥

欝

㈱
灘

臨

鶴

鄭

認

蠣
臨
肌
蜷

膿

鯉
顯
謙

講

議
嫉

灘
翻

訪

３
．欝

簾

騨

朧

偲
瓢
髄

鑑

叢

驚

凝

鰍
瀞

猫

黙

初
灘

轍
瓢
謝

翫
諮

た

ぜ

父

ま

ピ

物

い

こ

お

し

。

べ

ず

ぜ

「

謝

す

食

纂

輪
欝

鷲

野
窮

そ

つ

傾

，

ス

感

の

い

を

と

」

に

むた

だ

て

か

つ

。
な

気

え

し

ま

く

う

黙

た

け

元

終

ま

，
か

も

く

し

抜

て

を

い

で

暖

込

ら

ま

間

し

り

ら

の

も

び

ば

え

の

ぞ

祈

檎

伽

纏

醗

議

珈

妨

油

回

齢
綜
編
褐
蕗

感

確

さ

も

り

せ

く

こ

に

。

く

私

祈

ま

て

た

主

か

た

，

も

り

せ

べ

て

う

が

に

で

あ

ま

述

し

よ

福

う

。

は

し

て

対

し

祝

よ

す

と

楽

い

に

で

な

じ

ま

こ

を

つ

柄

た

さ

同

い

た

私

に

事

つ

小

と

思

し

も

ら

な

だ

も

子

と

謝

雲

れ

詰

ふ

の

謝

重

る

除

し

や

き

て

形

の

た

と

ん

な

活

感

て

べ

，

ま

は

べ

い

な

雨

い

こ

さ

ん

生

ら

。

つ

述

で

き

も

す

咲

ま

な

て

く

く

そ

常

か

う

と

て

の

て

に

。

に

ざ

か

し

つ

た

も

日

心

よ

に

し

な

え

柄

す

庭

ま

や

く

気

と

私

，

て

し

人

と

と

考

事

で

裏

さ

わ

な

に

ん

。

り

し

で

大

つ

こ

に

た

の

，

，

さ

を

び

な

う

祈

対

い

，
と

な

り

し

た

て

や

す

裕

喜

に

よ

で

に

よ

は

ひ

い

な

う

い

れ

花

潤

余

な

中

し

ち

柄

に

柄

の

さ

分

そ

て

わ

の

を

う

う

つ

追

色

地

払

よ

号響響髄聖
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歌
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む

ど

よ

解

の

た

ま

ん

同

つ

い

し

問

ま

所

と

い

つ

音

ま

て

い

祝

れ

を

た

を

た

と

い

両

い

病

め

た

う

の

炎

愛

す

の

瞭
糺
耀
働
肋
馳
鮒
砒
備
謎
軸
紘
孔
簾
抄
り
囎
編
ひ
影
杜
蒙
撫
綿
練
劇
毬
蹴
ば
艸
燗
皆
噸
糺
融
颪
輯
図
研
翻

饗

灘
鞍
鎌
籍

瞭
　灘

徽
繋
驚

鑑
　欝

ひ

う

跡

の

る

そ

も

が

００

い

追

の

，

ま

で

前

れ

せ

な

つ

ひ

そ

た

な

め

謝

ち

子

ち

息

と

の

人

毛

リ

ん

た

こ

る

こ

な

の

ど

奇

た

す

何

ち

２
，
な

に

分

て

れ

し

以

忘

ま

う

か

た

し

で

た

感

立

の

立

こ

あ

３

い

一

わ

供

過

す

に

む

む

が

は
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■

■ 再組織された岡山ステーキ部長会

ハンインサン

去る1月24日,ア ジア北地域会長会第一副会長韓仁相長老管理の下に開催された

岡山ステーキ部大会において,19B3年3月 よりステーキ部長の責任を果たしてこら
わたなべあきら まき のしようぞう

れた渡辺明 兄弟が解任され,新 たに牧野正 三兄弟(写真中央)が召されました。第
かわもとしようご たか だ とし

一副ステーキ部長には河本 省吾兄弟(写真左)が ,第 二副ステーキ部長には高田俊
ひさ

久兄弟(写真右)が召され,そ の任に当たります。

信仰をすべての基 として

岡山ステーキ部長 牧野正三

和40年11月 の ある日,い つ もの

昭 ように大学の授業を終 えて下宿
先 まで歩いて帰っている時に,下 宿の

近 くでふた りの外人に声をか けられま

した。3年 生であった私 と同年代 とい

牧穿正三ステーキ部長ご家族

うこともあって彼 らに親 しみを覚え,私

は福音 を学ぶようにな りました。特に

この宗教 について間違 っているとい う

気持ちも起 こらず,そ のまま昭和41年1

月23日 の早朝,京 都支部の屋外に設 け

られたフォントで,宣 教師や支部の人々

に見守 られてバプテスマを受 けました。

4年 生になって,交 際 している姉妹

と卒業後就職 してす ぐに結婚すべ きか,

あ るいは大学院に進学すべ きか悩 みま

したが,修 士課程に進学 し,2年 間化学

工学の勉強を続けることに決 めました。

修士課程 を終 えた昭和44年4月,合

繊会社 に就職 し,最 初 の赴任地 は新潟

で した。それ まで 日本海側で生活 した

ことのなかった私 は,こ の地方の冬の

厳 しさを初めて経験するとともに,新

潟支部 の信仰 のあつい会員 とも知 り合

うことがで きました。大学時代か ら交
たむらさとこ

際 していた田村聰子姉妹 とも11月3日

に郷里である大阪の岡町支部で結婚式

を挙 げ,2年 後 にはハワイ神殿 で結び

固めの儀式 を受 けました。

昭和48年7月,転 勤 で富山に移 り,

で きたばか りの富山支部で若 い人々 と

ともに,続 けて福音 を学び ました。

昭和51年1月,三 重県の四日市市 に

転勤 し,工 場の増設工事 を担 当しまし

た。翌年5月,工 事の監督中に濃硫酸

を体表面の20パ ーセン トにわたって浴

び,救 急車で病院に運 ばれ ました。神
かん ゆ

権者 による灌油の儀式 と会員のかたが

たの祈 りのおかげで一命 を取 り留め,

その後2回 の植皮手術 を受 けて半年後

に現場 に復帰す ることがで きました。

昭和53年2月 に今住んでいる岡山に

移 り,現 在 に至ってい ます。岡山に住

むようになって5年 が過 ぎた時,岡 山

地方部 はステーキ部 にな り,そ れ に伴

って副ステーキ部長 に召され,ち ょう

ど10年 がたちました。 その間,2度 に

わたる単身赴任があ りましたが,当 時

のステーキ部長 をはじめ周 りの人々の

助 けにより,な んとかその責任 を果た

す ことがで きましたd

平成5年1月23日,そ れはバプテス

マ を受 けて満27年 を迎 えた記念 日で し

たが,ア ジア北地域会長会 の韓仁相長

老 より面接 を受け,翌 日ステーキ部長

に召され ました。
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い,宣 教師か らレッスンを受 け始めま

した。そして3カ 月後の1970年10月23

日にバプテスマを受けました。翌月に,

東京ステーキ部大会があったのですが,

当 時第一副ステーキ部長であった菊地

良彦兄弟(現 七十人第一定員会会員)が

大会で,こ れまでの彼の経歴や家族を

愛することについてお話 しされ ました。

とても感動 して涙 をぼろぼろ流 したん

です。そのとき初 めて,み たまを感 じ

ましたね。｣

田 中姉妹の改宗はいつごろです

か。

清｢私 が小学校1年 生 の時,母 が宣

教師からお話を伺 うようになったので

すが,両 親が ともにろうあ者 ですから,

姉 たち と一緒に手話で両親 に宣教師の

お話を伝えました。両親 は結局,教 会

に入 らなかったのですが,私 は先 に改

宗 した姉に連れ られて中学1年 のころ

か ら教会に行 くようになり,間 もな く

改宗 しました。私 は5人 兄妹の末 っ子

ですが,兄 と一番上の姉を除いて3人

が改宗 しました。2番 目の姉が斉藤由

貴 の母親 で,3番 目の姉が遠藤家(遠

藤大兄弟 は現横浜 ステー キ部長)に 嫁

いでいます。｣

●18歳 の時から,手 話の奉仕活動

手話通訳の技術を身につけ られ

たのはいつ ごろですか。NHK手 話 ニ

ュースキャスター としてのお姿 もテレ

ビで拝見 していますが,そ のほかにど

のような活動を していらっ しゃいます

か。

清｢耳 の不 自由な両親の元 に生 まれ

ましたので,手 話 は私の母 国語 として

自然 に身 につきました。幼いころか ら

電話の応対 から買い物 まで通訳 したん

です。18歳 の時 に,手 話通訳奉仕団が

結成 され,そ の時か ら奉仕活動 をして

きました。選挙で立 ち会 い演説の通訳

をしたこともあ ります。

現在,テ レビの手話ニュースの仕事

は週3回 ですが,そ のほか に横浜市手

話通訳 として,ろ う者の方が病院や学

校,会 社などへ行 くとき,同 行 して通

訳 します。 それが週4,5回 ですね。

そのほかに手話講習会の講師 として,

また手話サークルや福祉事業関係,学

校のPTAな どから月2,3回 の講演

も依頼 されます。私 自身 としては,今

できることを少 しで も社会 の中でお役

に立て られればと考 えていますが,夫

や子供 たちの理解 と協力がな くてはで

きない ことです。私のわが ままを全面

的に受け入れて くれ る家族に感謝して

います。聴覚障害者の両親の元 に生 ま

れ育 ったおかげで,手 話 を通じて多 く

のかたが たにお会いし,奉 仕で きます

ことも主 に感謝 してい ます。｣

●｢が んばり3唱｣

お子 さんが6人 お られると何か

と苦労も多いかと思 いますが,家 族 の

一致 を図るためにどのよ うな努力 をし

てい らっしゃいますか。

靖也｢我 が家 では朝起 きると家族 で

することが5つ あるんです。最初 に宣

教師のためにお祈 りをします。 これは

鱗

輔纏灘

『

罐 講

t4

辮麟 罐 総 .

難

!難
㌔罎議磁

家族で順番 に行 ないます。 それに引き

続 き,私 が家長 として家族 のためにお
ささ

祈 りを捧げ,全 員で聖句を暗唱します。

始めたころは,信 仰箇条を順番に覚え

ましたが,今 は,モ ルモ ン経のセ ミナ

リーで習 うマスター聖句 を暗唱 してい

ます。 それか らモルモン経を読むので

すが,1年 間 に2回 半読め ますね。 こ

れ まで20回 読み ました。子供が小 さい

時 は親が読 んだ言葉 を子供に復唱させ

ました。最後 に 『がんば り3唱 』 とい

うのをします。 『きょうも頑張 りまし

ょう1』 を3回 みんなで唱和 するんで

す。 これらを全部行な うのに30分 ほど

かか りますが,我 が家 の毎朝 の習慣 と

なっています。

今 の形 になったのは10年 ほ ど前の6

人 目の子供が生 まれてからです。全員
けいけん

そろって輪 にな り,敬 虜 な気持 ちで始

めたい と考 えていました。が,実 際は

理想 どお りいきませんで,考 え直 して,

子 供が途中で抜けた り遅れて輪 に加 わ

った りして も,と がめずに子供 たちの

自覚 と自由意志に任せ ることにしたん

です。 それが長続 きの秘けつだ と思 う

ようにな りました。 『家庭の夕べ』で

も同 じです。『家庭 の夕べ』が説教 の

時間になってしまったのでは楽 しくな

いですからね。怒 ってしまった ら,み

たまが失われますよ。｣

清｢『 家庭 の夕べ』で は子供 たちが

司会 をして,主 人が 『聖徒 の道』など

か らお話 をするんですが,主 人 自身が

その話に感動 して涙を流す ことが しば

しばあるんです。子供 たちが熱心に話

を聞いていない時で も,主 人 の感動 し

ている姿に感動するということがある

んですね。主人 は涙 もろい というのか,

感 受性が豊かなんです。｣

靖也｢教 会 に入ってか らは特 にその

傾向が強 くなった ように思 い ます。

『人生 は感動 の連続』であ りたい と思

うのですが,私 の感受性は,主 のみた

まによって一層強め られているように

思います。｣

｢NHK手 話=:ユ ース｣に 出演中の田中清

姉妹(NHK手 話ニュースセンターにて)。

最近制作されている教会のビデオの手話通

訳も,田 中姉妹が行なっている。
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茶道の陶器師

第一の ものを第一に選ぶ とき

岡山伝道部松山地方部新居浜支部

青葉太一

工。それが私の職業です。 旧約

陶 聖書 を学んでいるうちに｢陶 器
師｣と い う言葉が出て きて,私 はこの

表現に とても親 しみを感 じました。今

では｢私 は陶器師です｣と 自己紹介 を

します。

私が この道 に入 ったのは20歳 の時で

した。それまでは画家 を志 し,絵 の勉

強をしていました。ふ たりのアメリカ

人の青年 に出会ったのもそのころで,

旧約聖書の話 をテーマによく絵を描い

ていた私 は,彫 りの深 い外国人の顔を

求めていたので喜 んで彼 らに近づ き,

絵 のモデルになってもらう代わ りに福

音 を聞 くという約束 をしました。 そし

て2カ 月後 にバプテスマを受 けました。

しか しその少し前から絵 を趣味に とど
ようぎよう

め,家 業で ある窯 業 を継 ぐため に父

の下で修業 をすることになっていた私

にとって,改 宗は大きな試練 の始 まり

となりました。

父の陶芸 は茶陶で,茶 道 に用い る器

のみを作っていました。茶陶の家 に育

った私は日常生活の中に茶道の影響を

強 く受けていました。長男であ り,家

業を継 ぐことが決 まったばか りの私が

茶を飲 まない,日 曜 日に開かれる茶席

にも出ず父の運転手をしないで教会に

行 くというのは,家 族 にとってひとつ

の事件 とな りました。すでにバプテス

マを受 けていた私は,ど うして も宣教

師との約束 を守 りたいと思いました。
かたぎ

父は職人気質の人で,日 曜,祭 日,盆,

正 月 も定期的な休みはな く,休 むとき

はその都度父の許可が必要で した。毎

週 のホームテ ィーチング,MIA(相

互発達協会。以前の週 日の活 動),イ

ンスティテユー トな ど,夜 出かける こ

とが多 くなった私 を,父 は｢職 人は他

人が寝ている問に勉強 した分が力にな

る。おまえのよ･うに夜 ごとに遊 び歩い

てどうする｣と 言 ってしか りました。

私は陶工 としての父の思いがよ くわか

っていました。 この道で一人前 になる

ためにはそれ以外の ことに一切 とらわ

れ るなという父の教 えも福音を知 る前

には心か ら同意 していました。 しか し

福音を知った以上,私 には父の信念を

超 える教 えが存在す ることをどうして

も否定で きなかったのです。 このよう

に拘束された不 自由な生活の中で信仰

が試 されて きたことが,む しろ今 日ま

で私の霊 を養い,信 仰 を貫 く意志を育

てたのだ と思います。

そんなわけで私たちの結婚 も随分反

対され,結 局結婚 の約束 をしてか ら実

現するまでに5年 余 りを要 しました。
と き かま

当時岐阜県土岐市に新 しい窯を築いて

いた父は,結 婚 して間 もない私 たち夫

婦 をそこに呼び,仕 事 を手伝わせ まし

た。その数力｢月間 は私たちの夫婦間で

バ ビロン捕囚の時代 と呼ばれ る思い出

になっています。そのころはまった く

教会に行 くことがで きませんでした。

日曜 日は朝早 く裏山に登 り,賛 美歌 を
あかし

歌 い,ふ た りで祈 りと証 会 を し,ま

た日曜学校 を開 きました。父や弟子が

起 き出す前にそれ らの集会を終えて帰

り,仕 事 にかか りました。それで も婁

は夜 になると布団の中で｢教 会に行 き

たい｣と 言って声を殺 して泣 きました。

ふすま1枚 隔てた隣で父が寝 ていたか

らです。

ある日私 は決心 して四国に帰 ること

を父に告げました。夜明けまで論 じま

したが折 り合わず,私 はどうして も帰

る という意志 を曲げませんで した。 と

うとう父 は激怒して｢今 後親子 と思う

な｣と 言い放ちました。着の身着のま

まで四国 に帰 った私たちは借 りていた

土地に窯 を築 くことにし,生 活 のため

に仕事 を探 しました。.私は火力発電所

で臨時雇いの肉体労働者 として妻 とお

なかの赤ちゃんのために働 きました。

聖徒 の道/1993年6月 号
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そ して夜 と早朝 に自分で窯 を築いた り,

仕事場 を作 った りして陶工 として 自立

す る備 えを続 けました。10カ 月の日雇

い期間が終わ り陶器師 としてスター ト

したのですが,知 らない土地で無名の

私が この道 だけで生計 を立てるのは楽

なことではありません。当時の生活は

1日2食 でジャガイモか乾パ ンしか食

べ られなかったのですが,た だ教会に

行 ける ことだけで十分 に幸せで した。

支部長 に召されたのもこの ころで次々

と子供 にも恵 まれ,多 くの社会的試練

もありましたが,同 時に多 くの経験 と

学 びも得 ることができました。

ある時母から電話があ り,私 の住 ん

でいる所 と近 い市で父の個展があるこ

とを知 らされました。私 は父の個展準

備 を手伝 うために会場 を訪れました。

4年 ぶ りの再会で私を見た父は｢わ ざ

わ ざすまんな｣と 言いました。私 は父

と話 しなが らともに個展会場 の準備 の

ために働 き,4年 の空 白が少 しずっ埋

まってい くのを感 じてい ました。

作 品を並べながら茶陶 としての父の

技 は非常 に優れている と思 いました。

私 の作陶 は食器 と花器 に中心 を置 いて

いますが,修 業の一部で茶器 も勉強 し

ています。 日本陶芸の粋は桃山時代の
せんの

茶陶にあると思っているか らです。千
りきゆう わ けいせいじやく

利 休 の教 えに｢和 敬清 寂｣と い う言

葉があります。 これは人の和 を尊 び,

天地 の恵みを敬い,心 清 く,静 かに自

然を愛することで,茶 道精神 の基を成
て まえ

しています。一服 のお点前 を通 して も

てなす亭主 と受 ける客は,敬 愛 と感謝

を分かち合い,両 者 を結ぶ さまざまな

道具は用いる人の工夫 によって豊かな

自然を感 じさせ,人 を取 り巻 く天 と地

の営みに見立てられます。茶道の作法

は体の動 きの美 しい流れ と礼節によっ

てこの精神文化 を具体化 してい ます。

茶道本来の精神 と美 しい作法 とは,世

界 に誇れ る日本 の伝統文化 と言って も

過言ではないで しょう。 その場にふ さ

わしい品格 を備 えた器を作 ることは私

の生涯 の夢 でした。父が茶陶に引かれ,

またその道を窮めるためにはすべてを捨

てよと教 えた気持ちが よくわか ります。

けれ ども一方,私 はこの体 にカフェ

インやタンニンを入れないことにはそ

れ以上の価値が あり,永 遠の生命を得



6

･1r〔ζ一口

隣

＼＼ぐ

靭峯2童皐

一

恥
轡

も

無

欝

"

漁

塾鍵蝿藝葺

灘灘

竃ギ漣灘

轟韓鵬

課塾

夢

憐

綿輪

箋
糧
襲

冨蝋
き懸鈴

同･日08目己ヨヲε66L

｢!=,レ⊆刈益Ψ｣

γ

(曹墾i莚盟阜廟臼･､･､マ･軍1

辞(乎)。4準つ;理濠マ21妾卑認〉}蓄

肴豪(o阜⑦}レ喜翠拝`皐マ評置21一

膨母(o阜(o一篤。4詠隆滋皐首o禦ユ

劉些脾首(o獲阜嘉･←罪lx。4つ準皐醐

母謡士隆(Pユ(圏雌`つ写口呈濠虫OI}つ

軍載9<制一(汐滋評獲翠曲湖。9fつユ

4G<字尋罪腱⑦←94G【¢尋ユ尉一R

峯(0204誤(ヘユつ隈劉2嘩4算〉}

勲劉蓄葦ユ闘盈R藁母峯團R[b屠(o粒

`團虫8ゆ季?蔓2劇･←9･4賜劉首職

o
,重季つ聖母R2?

駄グと最21中⑦蓄瑳⑦瀬巌`翠垣吾翻(:∂

}迅･4⑦蒙⑦塀o,巨季(へ}G聾マくへ4

喚彰母山劇管}雛濠(o駄へ百21(曽4(o

⑦味てへ語∫oア。幸軍α諏2惇射誉(ヘア

粂}}響濠⑦阜?⑪9禦(∂凪(汐=2罪{嘘

`勲9尋?健寧…撫字需鯨9ア曾マ9阜}

Ω聾景藁⑦ざ≧621Y9畔圭⑦仔目つ味

0

Q曾
破
Ω
勲
0
騒
μ
駆
⑦
¥

へ勲
コ
響
翻
⑦
蟹
O
辮
コ
岨
早

㊤
寧
q
響
&
矧
叢

儀皐
重
&
載
叩

¥
嚢
塁
曾
喜
翻
罫
コ
97
由
&
甚
堂

十ー
洲
終

く

騨

轟

篠

愚

鱗

驚

鐘

榊

嚢
皇
窯

鞍
籔

羅
6
纂
｣
⑦
曽
翼
囮
く

圏
一一

1

　

1

π曲

I
r

耐

塁 犀 ギー
｢

酬

叫

刷

､
㌧

陛 -
亀㈹

L
-
隠
一魍
一
一一

　い

㎞

｣

弦

一
¥
マ

(‡
三
)
尊
》

､(
孝
)
〒)
雷

》

､(
=
申
)
缶
普

､(
三
乎
)

尊
普

､Y
¥
養
剥

勤
箪
雛
餌

逸

。翻
幽
濠
醤
圃
〉
彰
里
コ
牲

》
叫ア
▽
24
茎

毎
｢艶
把
毎
麗

嬰
⑦
丹
葺

笙

謬

轟

副

騨
勤

裂
弊

鯉
畢
コ
α

申
孝
器
里

器
尊

､蕎

。〉

養
み
講
コ
國
聖
卑
彰
里
}
つ

π面

毒
茄

㍗
重
ろ
望

〉

ぞ
㍗
¢
割
垂

皇

毒
87

。受

穿
準
甲
}
■
マ
缶
誉
⑦
割
¥

峯
呈
コ
母
携
早
尋

毒
V
十

=
財
油

卑
n
∩
マ
･
調
奪
望

尋
ツ
■
〉
γ
｢叶
畢
4
塞
}

撃

劉

}
¢
受
∩
》
つ
阜
誘

し
む
週
コ
■
η
γ
室

⑦
4
弱

。↓

罫
⑦
昌
壱
平
マ
邸
)
し
醤

。手

皐
､
〉
つ
羅

午

､望
源
マ
躍

季
､
}
n
鼻
出
〉
ら
學
㍗
律

〉
>
暑
)
噴
し
〉
了
コ
餐

弔

コ

､σ
手
}
γ
刀
亜
∬
㍗
/
↓

9
､
9
コ
⑦
推

。毛
み舞

〇

三
尉
蟻
す
弼
コ
毒
鞍
↓
}
溺

鬼
蝸
藁
⑦
錨

認

ロ｢
尉
垂

畔
⑦
膨
罰
繹
膨
⑦
}
■
團
コ
堂

。ま

γ
黛

ま

尋

章

週

融

軍
妻

彰
習

翌

岳
目

畔
嘉
}
劉
事
}
坪
妾

駈
手
〉

㍗
量
昌
管
手
コ
議

。手
寧
塁

ツ
身
q
}
し
毒
}
霧

9
強
そ

}
し
饗
畢
平
}
担
鷺
⑦
畔
彦
螺

>
4
マ
噴
}
し弼
コ
Y
?
つ
畢

妾

}
⑦
管
q
>
し
陽
孝
讐

⑦
q･
､q
望
Ψ
㎜口
賜
⑦
↑
〉
つ

鶴
⑦
騒

み
9
噴
9
､
罰
腰

そ
籍

⑦
重
n
マ
Q
令
¢
弓

挙

甲

､〉
刀
勲
〉
⑦
管
甥
孝
曹
甥

。
婁
)
誰
}
γ
マ
し
7
｢
τン
レ

コ
禦
マ
吸
レ
導

､つ
螺
n

。手

勲
獲
才
9
､
そ
Ψ
亀

し
そ

。畔

翠
房

し
〉
単
弾
9
劃
瀞
γ
聾

手
)
7
し
Ψ
冨
¥
弾
9
劉
ω
ヨ

コ
曇

2
導
豪
職
･O
T

勤
畔

暮
受
手
将
コ
猿

､そ
勲
↓
〉
γ

圭

肇
孝
護

ん
9
毎
㍗

マ
し
禦
尉
避
辛
γ
9
喚
隼

。マ

。手
}
畢

つ
翠
》
張
コ
禦

頚
畢
冥
⑦
9

⑦
平
尉
器
竪

山
。W
手
〉
皐

目

細
⑦
妾
留
男

､}
n
畢
灘

η
冒易
劉
等
尉
器
劉

。
(9
を
}

匙
宗
蓼
中

､■
螺
q

。マ
a
阜

■
匂
勧
孝
舘
鰯
マ
翻
型
嘉
舞
ヌ

q
>
n
鷹
孝
瀦
9
》
み
■
潭
ハ

し
n
ヱ

6
9
ア
n
》
9
蓼
}

男
圭
⑦
逸

勤

n
9
ウ
由

[

し
マ
畢

､臼
馴

冤

ユ
㌻
㌃
嘉

。↓
霧
γ
マ
つ
母
q
》
曾

暫
哩
璽
マ
沿
男

､螺
9
n
才
黒

↓
見
警
n
晶
そ
身
勲
駆
勲
翻
㍗

螺
盈
み
装

σ
射
⑦
器
團
勲
憾

}
､
コ
驚
回
馴
穿
禦
Ψ
脇

。畔

詠

↓
)
器
狸
勲
O
卑
ら耳
出
羊

)
n
翠
o
望
弾
⑦
¢
∩
マ
強
マ

コ
劉
弔

。手
〉
γ
?
望
》
9
醜

轟

コ
甲
自
そ
し
㍗

勤
>
q

訓
器
圖
⑦
胆
胃
?
穿
畔
駿
蝉
罷

ぞ
挫

。〉
γ
マ
し
マ
瀦
¢
禦
マ

狸

､螺
毛
皐
q
}
∩
罰
孝
器
鰯

¢
馨

索
¥

。手
鼻
γ
マ
q
)

⑦
ぞ
卑
矛
劉

坦
罫

凄
蜀

つ
箸
妥
V
隼
コ
融
管
穿
皐
華

Q毛
鼻
7
導
側
星
'彰
國

〉
講
雰
畢
蓑
マ
季

。畔
ヌ
『
旱

週
9
宗
⑦
認
工
9
畠
望
o
期
畢

詩
畢

∩
η
4
q
外
コ
4
乙
受

↑禦
寧
〉
蟹
誉

壽
写
⑦
騨
±

〉
γ
重
濠
瀦
缶

単

ン
劉
豊

､

写
}
㌻
鍋

毅

h
灘

つ

鞠

豆

〉
畔
妾

､
旦
[哩
η
畔
み

母
匹
そ
ア
蓼

γ
み
身
㌃
コ
密

そ
9
蟹
コ
勲
つ
･

㌧
つ
ケ
白
㍗

¢
妾

》
⑦
墜

し
9
コ
q
暑
骨

膨
9
畔
臨
､
修

等

訓

ド

ヂ 慮 盟

弼

柵1ドIIIIIII｣告
酬
麟IIIIl而｢ヂド

鰐

。4峯穿9業§四r?鯨

摩⑦Y(∂髪誰脅`罰21

励?筥9賜}G:f21士

⑦Y(9卜9セ:ε1ン6

ム)｢o曾禦詠⑦9菖景

算2}つ妾`くへ9罰o

影尋》濠励喚彰}G身
`マゑ詳【へ暫母幽ト鞄章

尋皿胆。管禦詠(o阜嫁

9:f⑦Y興?【へ}つ調i

母鞄覚て聴f`勲國並4

季｣。.巨累q}G脳濠

究2吸魅噸1埋り(∂月一鷺

壷⑦租(02勲2Pコ～髪

田
陛

､
レ
催

.庫

　

-嗣

一'

胆

∩
鉱
7
隷
>
q
職
孝
罷
コ
翻
蓼

難
¥
隼
コ
田
射
講
螺
逸

h

寡

↑
禦
寧
〉
蟹
誉

､螺
囲
畔
諺
毘

､蓄
写
⑦
騨
十
=

。マ
つ
軍
､

〉
γ
重
濠
瀦
〉
辮
≠
彫
養
⑦
草

単

､2
劉
毎

一
〉
叩
母
遡
貿

。↓
}
㌻
詳
7
蜜
み
算
¢
寒

毅

､つ
灘

羅
諄
}
し
螺
哩

鞠

[宰
〉
畔
妾

。>
〉
刀
を
甲

､
旦
[哩
η
畔
み

､ユ
0
!

陣

母
匹
そ

｢
了
み
9
旦
酒
勲
マ
〉

γ
み
身
㌃
コ
密
罫
融
｣
､週
四

そ
9
蟹
コ
勲
つ
中
鞭
コ
魏
遅
推

㌧

つ
ケ
白
寧
し
婁
罫
コ
廻
年

¢
妾

､》
⑦
㍗
マ
n
ユ
a
6
マ

し
9
コ
q
暑
写
量
景
}
強
し
コ

膨
9
畔
臨
､
豚
睾
推

。手
江
9

等

一

而

,

島

ア
マ
し
畔
マ
つ
.

推

画
》
■
ヱ

翻
宗

酢
毛
〉
.

q
驚
毒

n
コ

⑦
訴

酒
)
.

む

畔
コ
o
弊
彰
目

｢ζ

､
マ
愛
禦

γ
鼻
〉
マ
コ
坦

q
q

}

し
望

牙

壬

酒

コ

q
罫
つ
壁

2

邸
コ
み
7
｢
｣

。
(善

啓
障

晶
畔
遇
曹
コ
宗

し
禦
μ
彰

ρ
襲
外
コ
↑

､

ム一
一下

ー
山臨

μ

!=E44!1に一¥毒塁▼

. 虻
-
-一訓

囲 隷
､晶

易

〉
ツ
睾
/

⑦
そ

㌧

⑦
監
禦
鮮

9
､
7
融

冨
}
γ
う

一幸
ユ
7
マ

峯
}
a
需

ア
㌣
n
》

禰

ー

糧

㎜

肥
聾

臆

-
♂嘉

弔
4
ボ
田
嘉
咳
季

。毛
)
γ
マ

耶
午
ω
コ

。↓
夢
γ
7

レ
望
畔

π
冨

〉
コ
↓

､》
暫
母
融
⑦

瑠
輩
⑦
割
翻
髪

コ
｢一
｢̂

辺

｢螢
｣
翻
¢
そ

。喜
鉱
γ
マ
百
孝

手
〉
ツ
マ
し
禦
寧
そ
コ
マ
し
4

醤
閲易

⑦
1
4
･
}
旨
雷
〒
､翻

マ
つ
準
日
ラ
顎
み
影

。手
}

⑦
毒
一璃
學

。(
蟻
)
?
勲
手

胆
由

　十
尉
⑦
マ
峯
コ
響
里

ケ
γ
マ
し
望
睾
n
吾
∩
皐

》

早

手
ユ
γ
マ
､
ま

q畢

マ
融
茎

。彫
6
喜
惣

▼

判
翻

。手
}
γ
マ
し
畔
マ
o
み

哨
鰯
ユ
キ

､
蝉
⑦
〉
雨
ユ
判
響

コ
密
鼎
罷
7ー
挫

､?
㍗
ぞ
㍗

剃
蟄
輝
車
腫
⑦
猛
髄
蓼

u
｢
∩

単

尊
翻
畢
⊥
御
愕
〉
車
⑦
聖

､ユ

。畔
毛
畢
q

雨
ユ
41
藍
畢
葦
羅
⑦
弔
%
叢

宰
畔
ぞ
マ
略
¥
弾
章
9
↓
舞

皐
21
ρ
鞭
畔
Y
三
攣

⑦
山
謬

ン
営
〉
日
⑦
ξ
目
孝
勢

9

里
晋
粛
畢
立昇
剛

g卑
両
ユ
ヴ
艮

ハ
9
､
o
勲
毒

勤
0
9
琴

睾
鎧
工
畔
孕
Ψ
勘
∩
潭
γ･
留
判

翼

､弾
7
a
)
⊆
そ
㍗
膨

亨
韓

=

､立
勤
凋
判
日
¢

。手
〉
⑦
ツ
し

コ
マ
畔
鯉
コ
ー
=
コ
6
/､
ン

マ
｢(
妾
弾
弔
/
ル
〆
曾
書
〉
履

。受
ハ
ユ
つ
甲
糎
蓼

男

⑦
目

蛸
》
9
日
}
暫
巽

､〉
し
回
〉

載

､ユ
6
賜
畢
半
夏
暗
工
T
⑦
6

百
孝
罷
閉
刀
9
ハ
9
噴

。マ

し

苗

､6
賜
畢

(曾
㌍
年
ユ
`
･下

∩
〉
穿
皐
諺

}
つ
鍵
孝
蔓

⑦
敏
畢
弔
4
㍊
傷
潭
､判
班
⑦

4
需
竪

舶皇
干

､㍊
翻
マ
マ

暑
)醒

6
慕
｣
⑦
曽
蚕
団
､､
判

嶺
蝉
劉
彰

。畔
手
畢
コ
弛
孝
犀

笛

一
¥
叢
墨

。
ハ
｢
9
卑
畢

鶏
曇

[
コ
罷
團
⑦
鵠
翻
甲
雅

ユ
算
孕
藁
q
Ψ
吊
翻
q
早
∩
障

。(
蟻
)

啄

､q
4
オ
コ
ハ
羅
4
争
迷
蚕

↓
〉
み
乙
9
}
し
豆
コ
↑

､)

〉
ア
淳
議

早
畳
V
羽
マ

醒

輩
9
n
ぞ

,螺
9
丁
吾
"
身
尋

渇
｣
マ
6
賜
ユ
o
駈
皐
》
コ
止

士
遇

､禦
心
つ
`
､〉
牽

》
担

平
コ
単
申
⑦
叩

。
曾
傑
立

謬

⑦
四
弾
巽
O
老

。手
}
γ
マ
∩

6
募
｣
平
π
出
隠
睾
楴
劃

､判

ヌ
a
湯
潭
Y
?
↓
盈
量
摩
轟
⑦

讃
⑦
泌
目
卑
o
卦
ユ
副
T
》
製

=

》

卿
毒
覆
薪
幽
}
Y
蟹
禦

畢
量

。
受
毎
亭
/､
(
惑
コ
里
愕

⑦
髄
酋
コ
讐

㌶
4
昊
學
担
⑦

⑦
耳
q
睾
Ψ
､判
謳
割
禦
嘩

ー

り

幽

㌦
鯉

曜

淵
卿
鱒

…

熊

岬

-

川
一副
哩
一一醐

悔
酬

甲

醐

-

-

軸
鵬

-

酌

一

'

､
¥

I

I

卍
己

…

醐
一剛
｣一
副

㎜

曳

川

唾

≡

凋

型

L
ー

｢

一㎜

酬轍

-

』
一訓

謝

輔

画
酬
一母

魁
一｣

百鰍

酬

躍

･

り

　

せ

一I
I

岨- …

献
欄
一剛

一一一卿
一一一印

-
一
一一一甲
一一一



病院でのボランティア活動 を

振 り返 って

町田ステーキ部厚木ワー ド部

増田節雄

供の ころに強 く心に焼 きついた

子 印象 とい うものは,容 易なこと
では消え去 らないもの らしく,39年 を

経た今でもあ りあ りと昨 日の出来事の

ように,ひ とつの記憶が よみが えって

きます。

ひ とりのボランティアが紙芝居を持

って,当 時私が入院 していた小児科病

棟 に慰問に来てい ました。テ レビがま

だなかったころの話 ですから,毎 週 そ

の日になると,朝 か ら心をわ くわ くさ

せて待 っていました。 その楽 しさや満

ち足 りた感 じは言葉では言い表わせ ま

せん。小学校2年 生だった私 は,全 身

まひのために1年 間の入院生活を強い

られ,1度 は自殺 まで考 えた こともあ

りました。そんな私 にとって,そ の紙

芝居 は現実 を忘れさせて くれる唯一 の

救いだったのか もしれ ませ ん。

2年 前の春に私は思い立 って,神 奈

川県相模原市にある大学病院 と連絡を

取 って,ボ ランティアの申 し込 みをし

ました。数週間後,面 接があ り,そ の

年の11月 か ら許可 をもらって活動 を開

始 しました。難病患者 さんの話 し相手

になった り本 を読 んであげた りする仕

事です。初めは肩に力が入 りす ぎて緊

張ぎみだったようです。それで も数 カ

月たつ と少 し慣れ,近 くの女子美術大

学 と掛け合 って,寝 たきりの患者 さん

の慰 めに と,病 室に飾 る絵 の定期的な

貸 し出しの交渉 も行 ない ました。看護

聖徒の道/1993年6月 号
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婦さんたちではとてもそ こまで手が回

らない とのことで した。

昨年夏には,看 護婦長 さんか ら,ひ

とつの相談が持 ちかけられました。何

人かいる全身 まひの患者さんが書いた

原稿がかな りたまっており,そ れ をな

ん とかしたいというもので した。彼 ら

はそれぞれ,ま ばた きのみで作業 する

ワープロ,口 先に棒を くわえて打 つワ

ープロ,わ ずかに動 く1本 の指のみで

打つワープロなどを使 って,長 い時間

をかけてその原稿 を書 き上げたのでし

た。内容 は随筆,短 歌,手 紙文,自 分

史な ど,多 岐にわたってお り,そ のう

え,看 護婦 さんたちがそれぞれ原稿 に

合わせて手書 きの絵 を添 えているので,

一 層バ ラエティーに富んだものになっ

てい ました。私は即座に製本化 を勧め,

そ の後,編 集委員会 を持 つことになり

ました。

編集作業 も進み,内 科医の先生か ら
がんけい
｢眼燗｣と いう本の題名 をい ただいた

時に,少 しタイ トル としてはむずかし

すぎるのではとの意見 もあ り,副 題 を

付けて くれる人を探す ことにな りまし

た。 その時,ふ っ と心に浮んだのが,

同 じ厚木 ワー ド部 の梅田昌子姉妹でし

た。彼女 は快 く引 き受 けて,お 嬢さん

とふた りでA4判150ペ ー ジに も及ぶ

原稿 に目を通 し,そ れ をもとに,10日

余 り,一 生懸命練 り上 げて ください ま

した。その結果,副 題 もついた｢眼 燗

我が心 ここにあ りき｣が 生 まれた

のです。

私は,こ の｢眼 炬1一 我が心 ここに

あ りき｣の 本の編集に当た りながら,

1冊 の書物 がこんなにも多 くの人々 に

良い影響 を及 ぼす ものか と驚 いた もの
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とは自分の喜びにとどめてお けばよい

と思っていたか らです。 けれ ども｢町

の活性化のためにも役 に立つ｣と 熱心

に勧め られて決心 しました。 ところが

個展 を開 くためには少なくとも30枚 の

絵が必要だ と言われ ました。その時点

で描いてあった絵 はたった10数 枚。1

年待 っていただき,34枚 まで描 きあげ

ました。夢中の毎 日でした。夜中にな

って家族が寝静 まった ころになる と目

が覚めて,絵 筆を持つ ことが よくあり

ました。健康面での心配 もあ りました

が,神 様 にお祈 りをすると心が落 ち着

きました。一番心配だったのは,人 様

が私の絵 を見 に来 て くださるか どうか

ということで した。で もいつの時 も神

様が私 を見守 り,助 けて ください まし

た。本当に祝福 された 日々で した。

こうし{昨 年8月,78歳 に なって生

まれて初 めて油絵 の展覧会 を開 きまし

た。初めての経験 に,感 激 を通 り越 し

て,震 えが きたのを覚えています。個

展 にはた くさんのかたがたが来て くだ

さいました。私の ような老齢 の者 が頑

張 っている姿を見て勇気が出たと言 っ

て くださる方 もありました。絵 を始 め

た時 もステーキ部長が｢す ばらしいこ

とを始 めたね。老後 は華麗な る人生 を

送 らな くっちゃいけない。心豊かに人

生 を送 ってほしい｣と 応援 して くださ

いました。我が家の近 くには山があ り,

川が流れ,庭 には四季折々の花が咲 き

ます。 とて もすばらしい神様の創造物

に囲 まれて,あ りがたい と感謝 の心で

いっぱいの日々です。

私の人生の最大の喜びは,イ エス･

キ リス トを信ず る信仰 のあること,そ

の信仰 により希望 と愛が与えられ,ど

んなときにも勇気づ けられ,慰 めを受

けられることです。

子供や孫に残 したい ものは絵そのも

のだけではあ りません。いつ も笑顔 を
ささ

忘れないで,感 謝 の心を神様 に捧げ,

信仰 をもって生活 をしてほしい。 これ

が私の願いであり,絵 筆 に託 している

私の証なのです。(お おき･み ちえ)

災害で知った神の愛

釧路沖地震を経験して

札幌伝道部釧路地方部釧路支部

平岩美千子

ラグラッ。突然足元が大 きく揺

グれ,辺 りが真 っ暗になる。1993
年1月15日 夜8時6分,北 海道釧路沖

で地震が発生。震度6.7の 激 震である。

当時家族9人 のうち,長 男 と二男 と

長女 は外出してお り,夫 と私 と下の4

人 の子供たちが在宅 していた。

地震発生 と同時に停電 し,入 浴 して

いた子供ふ たりが慌 てて裸 のまま浴室

か ら飛び出してきて,テ ーブルの下 に

隠れる。ほかのふた りの子供はすでに

机の下 に潜 り込 んでいた。私は子供 た

ちに声 をかけたまま,棒 立 ちにな り動

けない。食器が落ちて壊れ,ス トーブ

の上 の容器 に入 った湯が こぼれた。本

箱やテレビなどが次々 と倒れて きた。

す ごい揺れで しばらく動 けなかった

が,少 し収 まると,子 供たちと一緒に

す ぐス トーブの火 を消 し,ガ スの元栓

を閉めた。夫が2階 から｢だ い じょう

ぶか｣と 声 をかけるが,廊 下や階段が

ふさがれて,な かなか降 りて来 られな

いQ

裸 で寒がる子供 に,そ の辺 にあった

衣服 を着せ,靴 を履かせ る。

懐中電灯はしっか りと固定 しておか

なかったために,ど こへ飛ばされて し

まったのか見当た らず,非 常用のろう

そ くをつける。部屋が暗いので車 のラ

イ トもつけた。辺 りは壊れた食器や本

などが散乱 していて,足 の踏 み場 もな

い。

30分 くらい経過 しただろうか。電気

がつ き,み んなの顔 もぱっと明 るく輝

いた。子供が トイレに行 きたいと言 う

が,ト イレの戸が開かない。窓か ら入

って中から開けようとして も駄 目で,

と うとう錠を壊 した。

あち こち見 て回ったが,浴 室 は土台

が落ちてタイルはぐちゃ ぐちゃに散乱

し,居 間の戸 もきちん と閉 まらない。

階段 は浮 き,壁 は飛び出し,天 井は落

ちてきている。外に出て見 ると壁 は落
き れつ

ち,亀 裂が至る所にで きている。玄関

前の柱 は根元が壊 れてぶらぶ ら揺れて

お り,ス トーブも倒れて石油がこぼれ

ている。やがて上の子供3人 が帰 って

来 るが,近 くの道は電線が低 く垂れて

危険だったそうだ。

その夜,子 供たちは服や ジャンパー

を着たまま寒い中で寝たが,夫 と私は

軍手,長 靴姿で,徹 夜で片付けをした。

｢い ざとい う時に頭 を守れ るよう
,ヘ

ルメ ットなどはす ぐ手の届 く所 に置い
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た。｢私 たち はイエ夙･キ リス トの苦

しみ と犠牲によって祝福 を受 け,福 音

の律法 と儀式によって救いを受 けます。

日々サタンの誘惑を受けますが,イ エ

スが荒野で誘惑 を退 けられたように,

それ らを拒み,退 けて ください。苦難

の時には祈 り,忍 耐す るならば,主 に

近づ くことができます。生涯神 の国を

求め,心 を込めて主のみ言葉 を養い,

味 わい,従 うな ら,完 成に導かれます。

神殿 に参入 して力 を受 け,思 い と行な

い,言 葉 に気 をつけ,戒 めを守って く

ださい。｣

釧 路のあるひ とりの姉妹 は,大 会 を

終 えて次 のように語 っていた。｢地 震

後の物入 りの中で交通費にかかった4

万 円は,私 たち家族には大 きな出費で

した。 けれ ども12年 間 も長血 を患 って

いた女が必死で人 をか きわけて,主 の
いや

み衣 に触 って癒 された(マ タイ9:20

一一22参 照)よ うに,私 は この大会 に出

席し,ワ ース リン長老の 『へ りくだっ

て皆様 を祝福 いた します』 という言葉

を受 けて喜びで胸がいっぱいになりま

した。 どんな犠牲 を払 って も,そ れに

勝 る祝福 を受 ける ことがで きたので

す。｣

一 般大会はわずか2時 間の集いであ

ったが,参 加者の多 くは指導者 を通 し

て霊の鼓舞 を受 け,貴 重な時間を過 ご

したことであ ろう。去 り難い気持ち,

友情 あふれたあい さつを交わ しなが ら,

北 の国の聖徒たちは,そ れぞれの家路

へ,大 半 がは るか遠 くの家 に向 けて

三々五々散 っ て 行 っ た。(レ ポ ー タ

ー:安 田琢三)

4■

アジア北地域広報委員召される
嗣7の たびアジア北地域の広報委員

も一 会が新たに組織 された。広報の

使命 とは,最 近発刊され,各 神権指導

者に配付 された｢広 報手引 き｣に よる

と,次 のように説明 されている。

｢『キリス トに来 る様すべての人々 を

勧誘』 し(教 義 と聖約20:59),『 キ リ
まつた

ス トに よって 全 く』な る(モ ロ ナイ

10:32)よ う に招 くとい う末 日聖徒イ

エス･キ リス ト教会 の使命達成 を支援

するために,広 報部 は教会のキ リス ト

を中心 とする教え と教会に対する肯定

的な認識 を一般へ広め,人 生の問題に

答えを与 える重要 な情報源 としての教

会の役割 を再確認 し,友 情 と理解 の架

け橋 を築 く援助 を与 える。｣(｢広 報 手

引 き｣p。2)以 上 の使命 を踏 まえて,

ア ジア北地域の広報活動 を展開してい

くことになる。

アジア北地域会長会 によって以下の

広報委員が召 されたが,今 後各 ステー

キ部,伝 道部,地 方部 などでも同様 に

広報ディレクターが召され る予定であ

る。

●地域広報ディレクター

井上龍一兄弟(東 京東 ステーキ部鎌 ケ

谷ワー ド部。写真前列中央)

●地域広報委員
とし こ

柳田聡子姉妹(横浜ステーキ部横浜第

1ワ ード部。写真後列左)

野田和子姉妹(横浜ステーキ部大船 ワ
ード部。写真後列右)
さめじま

鮫島浩二兄弟(東京東ステーキ部小岩

ワー ド部。写真前列右)
ひろあき

荒川洋明兄弟(東京東ステーキ部小岩

ワード部。写真前列左)

柳田姉妹と野田姉妹は,2001年 の日

本伝道開始100周年に向けて,日 本で

の教会史編さんを中心に活動する。鮫

島兄弟 と荒川兄弟は,教 会員の広報意

識高揚のため地域新聞を発行するなど

の活動を行なう予定である。□

役員の異動

1993年2月24日 か ら1993年3月30日 ま

で に管理本部会員統計記録課 に通知の

あった役員の異動(敬 称略)

●名古屋西ステーキ部

新 ステーキ部長:伊 藤博康

(前任者:堀 田徹)

●東京東ステーキ部鎌 ケ谷ワー ド部

新監督:川 島晃

(前任者:池 内英二)

●東京西ステーキ部府中ワー ド部
しん じ

新監督:藤 木眞治

(前任者:長 田弦)

●名古屋伝道部石川地方部金沢支部

新支部長:福 元隆司

(前任者:宮 原成人)

●名古屋伝道部石川地方部兼六園支部
まもる

新支部長:川 畑衛

(前任者:中 村朋行)

●神戸伝道部福知山地方部福知山支部

新支部長:吉 田一樹

(前任者:鈴 木正三)
せんだい

●福岡伝道部鹿児島地方部川内支部
けんろう

新支部長:川 原健郎

(前任者:井 上博樹)

●福岡伝道部鹿児島地方部都城支部

新支部長:永 吉幸一郎

(前任者=中 條節生)

新 ユ ー ッ ト
ふ くろい

●静岡ステーキ部袋井支部
あん まつとむ

支部長:安 間力

(1993年2月21日,浜 松 ワー ド部 よ

り分割)



ブックセンターからのお知らせ

/新/薇/ス/房/0/こ ソ契/勾/

1.｢ニ

ビデオカセ ット

ユーメディア･バ イブル｣(英 語版。欽定訳)磁
VHS価 格

①｢天 地創造/ア ブラ八ム｣(創 世1-E2)

㊧｢イ サクとヤコブ｣(創 世23-E5)

◎｢ヨ セフと兄弟たち｣(創 世37-50)

④｢救 い主:初 期の時代｣(ル カ1-8)

⑤｢救 い主:伝 道の時｣(ル カ8-17)

◎｢救 い主:十 字架と復活｣(ル カ18-24)

①～ ◎各2,000円

力夕ログ番号 収録時間

53150

53旧

53152

53163

53164

53165

分

分

分

分

分

分

0
0

[
U

O
O

∩
U

O
O

1

0
9

0
0

0
0

0
σ

7

0
U

欽定訳聖書より取ったビデオ映画シリーズ(一部アニメーショ

ン)。綿密な時代考証と現地ロケーションにより,創 世記と救い

主の時代;を見事に再現しています。ヘブライ語,ア ラム語,エ ジ

プト語などのせり'3･の上に,欽 定訳聖書の英語ナレーションが重

なっており,日 本語版聖書と突き合わせることで,聖 典学習をさ

らに豊かなものとすることができます。

2.｢聖 書 の 地｣(英 語 版)128頁 ソ フ トカ バ ー
カタログ番号33610横235× 縦310mm価 格L400円

力ラー印刷による写真,地 図,ま たスペースシャトルからの航空宇宙写真を使用し,

聖書の舞台となる地域の地理を鮮明に伝えてくれます。詳細な解説および索引付き。

3.額 入 り絵画 シ リー ズ

①｢主 イエス･キ リスト｣

②｢イ エスのバプテスマ｣

◎｢キ リス トと子供 たち(中 型)｣

④｢キ リス トと子供たち(大 型)｣

⑤｢ゲ ツセマネの祈 り｣

⑥｢マ リヤと復活された主｣

⑦｢再 臨｣

⑧｢ジ ョセブ･ス ミス｣

◎｢ソ ル トレーク神殿(夜 景)｣

⑩｢ソ ル トレーク神殿(冬 景色)｣

⑪｢マ ンタイ神殿｣

⑫｢ワ シントン神殿｣

力夕ログ番号 額寸法(横 ×縦)

80217

sores

8039

B0387

80389

8088

日0396

BOP79

80261

80276

80258

80283

115x165mm

191xX41mm

228×280mm

305x355mm

330x482mm

呂16×E67mm

330×482mm

216x267mm

E16×E67mm

E16×267rnrn

216x267mm

216×267mm

価 格

700円

1,000円

1,EOO円

L500円

1,500円

1』00円

1,500円

1,000円

1,000円

1』00円

LOOO円

LOOO円

いずれも｢オ ーク材｣あ るいは｢く るみ材Jに よる額入り絵画です。

欝

無 轟

宅命･冊 触伽 穿 ア循 ジμ γ･内･

聖徒の道/1993年6月 号

16
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